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を用いた。ローマ字表記法は韓国の文化観光部告示第 2000‐8(2000 年 7 月 7 日)に従って、
「( )」の中に示す。 
 
短母音                                 
ㅏ ㅓ ㅗ ㅜ ㅡ ㅣ ㅐ ㅔ ㅚ ㅟ 
a eo o u eu i ae e oe wi 
 
二重母音 
ㅑ ㅕ ㅛ ㅠ ㅒ ㅖ ㅘ ㅙ ㅝ ㅞ ㅢ 
ya yeo yo yu yae ye wa wae wo we ui 
 
破裂音 
ㄱ ㄲ ㅋ ㄷ ㄸ ㅌ ㅂ ㅃ ㅍ 
g ,k kk k d, t tt t b, p pp p 
 
破擦音 
ㅈ ㅉ ㅊ 
j jj ch 
 
摩擦音 
ㅅ ㅆ ㅎ 
s ss h 
 
鼻音 
ㄴ ㅁ ㅇ 















BEN          Benefactive     授受形態素 
ACC        Accusative     対格 
DAT          Ditive        与格 
GEN          Genitive       属格 
NOM        Nomination      主格 
ADV          Adverb        副詞 
DEC          Declarative     平叙文語尾 
FUT          Future tense    未来時制 
PAST        Past tense       過去時制 






































































                                   『みんなの日本語初級Ⅰ：155』 
（6） これ、贈り物にしたいんですが、包んでいただけますか。 







を韓国語の授受表現では、以下のように「아/어 주다（a/eo juda）」を用いて表現する。 
 
 
（1）´ 일본친구가      저에게     일본어를   가르쳐    주었습니다. 
    Ilbonchingu-ga     jeo-ege     ilboneo-leul  galeuchyeo jueossseubnida 
    日本人の友達-NOM  わたし-DAT   日本語-ACC  教えて     くれる－PST 
（4）´ 언니가   저에게     호주 와인을          보내 주었습니다. 





    eonni-ga  jeo-ege     hoju wain-eul          bonae jueossseubnida. 
    姉-NOM  わたし-DAT  オーストラリアのワイン-ACC  送って くれる－PST 
（5）´ 야마다씨는     저에게     도서관    전화번호를       
 yamadassi-neun  jeo-ege     doseogwan  jeonhwabeonho-leul    
山田さん-NOM   わたし-DAT  図書館      電話番語-ACC 
가르쳐    주었습니다. 
galeuchyeo jueossseubnida. 
    教えて     くれる－PST     
（6）´ 이거, 선물하고      싶은데요,   포장해   주시겠습니까?  
    Igeo  seonmulhago    sipeundeyo   pojanghae jusigessseubnikka? 
    これ  贈り物－する    ～たい        包む    くださる-Q 
 
韓国語の授受表現である「아/어 주다（a/eo juda）」についての詳細は 1.2 節で述べる
が、テモラウに直接対応する表現はない。そのため、(4)´、(5)´、(6)´のように「～てくれる」に













































                                                   





















1.2 研究課題  
































表 1-2 日本語と韓国語の授受補助動詞の対応関係 
日本語 韓国語 
てくれる 아/어 주다（a/eo juda） 
てくださる 아/어 주시다（a/eo jusida） 
てやる 
아/어 주다（a/eo juda） 
てあげる 
てさしあげる 아/어 드리다（a/eo deurida） 
てもらう 









（8）a （わたしは）  友達のお父さんに    駅まで   車で  送って  いただきました11 
*(저는)   친구   아버지한테서  역까지   차로 배웅해    받았어요. 
   (jeo-neun)  chingu   abeoji-hanteseo yeok-kkaji  cha-ro baeunghae badasseoyo. 
（わたし‐TOP） 友達の  お父さん‐DAT  駅‐まで  車‐INS 送って    もらいました。 











て表現しようとする場合、「～てくれる」に対応できる「아/어 주다 （a/eo juda）」を用いて表現
することとなる。以下のようにテモラウ文の動作主と受け手との位置を交換し、さらに、動作主




（8）b 친구  아버지께서   (저를)     역까지     차로    배웅해  
chingu abeoji-kkeoseo   (jeo-leul)    yeok-kkaji   cha-ro    baeunghae 















   네, 도쿄에서라면, 히로시마공항까지 비행기로?12와 주셔서,음,재래선으로 
?갈아타 주시고, JR 오오하타역까지 ??와 주면 거기에서는 가깝습니다. 
ne,tokyo-eseolamyeon hilosimagonghang-kkaji bihaenggi-lo wajusyeoseo eum 
jaelaeseon-eulo galata-jusigo  JRoohatayeog-kkaji wa-jumyeon geogi- eseoneun 
gakkab-seubnida. 
































































                                                   






































































                                                   
18 直訳すると「～てもらう」に対応する韓国語の授受表現の一つである。 







である「NAVER（http://www.naver.com/ 2015年 1月 25日にアクセス）」にも「아/어 받다（a/eo 
badda）」の誤用が見られる。 
 
(9) 달라이라마에서 ‘달라이’는 몽골어로 ‘큰 바다’라는 뜻이고, ‘라마’는 티베트어 
로 ‘영적스승’이라는 의미로 달라이라마는 ‘넓은 바다와 같이 넓고 큰 덕을 
소유한 스승’이란 뜻이다. 라마교에서 라마는 주술을 부릴 수 있는 영능력을 
갖춘 자를 말한다. 라마는 활불（活佛） 즉 환생이라는 믿음에서 절대적 권 
위와 법왕제 실시로 정치적 권위까지 *부쳐 받았다（부치다（付ける＋「아/어 





























定した。また、本研究の意義を 3 つ挙げた。 
第 2 章では、まず、テモラウの基本的な特徴を確認するため、テモラウ文に関する従来の
研究について述べるとともに、従来の研究を踏まえた上で本研究が対象とするテモラウ文の
研究範囲について述べた。また、韓国語の授受表現である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」に関
する先行研究についても概観する。そして、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文については今後
の研究課題が多く残されていることについて述べる。 
第 3章では、テモラウ文について行った予備調査の結果を述べる。本研究における 3つの



















さらに、韓国のメディア（ラジオ番組）を対象に「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について調査し、














また、ラジオのアナウンサーによる、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて説明する場

























についての先行研究については省く。また、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」については、意味
的特徴である、「受益性」、「期待充足」と機能的特徴である「関係性」について述べる。また、
後述するが、ヴォイスとモダリティ表現との関係についての研究は、テモラウについては多く存
在しているが、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」については見当たらないことから、本章でテモラ
ウと「아/어 주다 （‐a/eo juda）」に関して述べている先行研究の範囲は異なっている。 
 
まず、2.2節では日本語の授受表現についての主な先行研究について述べ、2.3節では韓













表 2‐1 日本語の授受表現の分類 














































手側の Bが他者の Aから行為を受け取ることを表し、行為主体は Aだが、文の主語も話し手

























































































































































































                                                   
28 「表現形式」及び「表現意識」については第 6 章で述べることにする。 
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「아/어 주다 （‐a/eo juda）」がある。韓国語においても、これらの表現のことを「授受表現
（수수표현）」と呼んでいる研究者が多いため、本研究においても「授受表現」と呼ぶことにす




2.3.1 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴 
1)受益性  
まず、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴の一つである｢受益性｣について述べる。
이익섭（2009）は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について、「施惠」、「特殊な施惠」、「無意志的
な施惠」という意味を持っていると述べている。 
 まず、｢施惠｣について見てみると、以下の(12)は字が小さすぎてよく見えないおじいさんが
孫に｢読んでくれる｣ように依頼する場面であるが、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現
している。孫が｢読む｣という行動をすることによって小さい字が読めなかったおじいさんに受
益が生じる(嬉しい)ことを「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現したものと考えられる。(13)は、
｢ボランティアが洪水で壊れた橋を直す｣という行動を行うことによって｢あの町の人｣に助けを
与えたことを「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現している。ここで用いられた「아/어 주다 （‐
a/eo juda）」は日本語では｢～てくれる(12)｣と｢～てあげる(13)｣の意味を持っている。 
 
（12） 글씨가 너무 작아 안 보이는구나. 네가 좀 읽어 주렴. 
  （字が小さすぎて見えないね。ちょっとあなたが読んでくれる） 
 
                                                   










（14） 너 그렇게 말 안 들으면 아빠가 때려 준다! 





うな「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文のことを「強調」のみの意味を表すと述べている。以下の
例文を見てみよう。  
 
（15） 한대 패 주니까 그제서야 자리를 내 주더군. 
 （ぶん殴ってやったらやっと席を譲ってくれた） 
（16） 그 놈을 좀 두들겨 주었지. 
 （あの奴を少し叩いてやったわ） 
（17） 자네 그 여자를 또 괴롭혀 줄 작정인가?  
 （君、その女性をまた苦しめてやるつもりなのか？ 
 
（15）、（16）、（17）の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は本動詞である、「패다（ぶんなぐる）」、
「두들기다（叩く） 」、「괴롭히다（苦しめる）」を用いることによって、相手に肉体的に苦しみを
与えることになることから、 受益性は持たず「強調」のみの意味を持っていると述べている。 
本研究の対象である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は上記の用例のような「～てやる」に対応
するものではないため、このような「特殊な施惠」、「強調」の意味的特徴については言及せず、
日韓両言語の授受表現の意味的な対応関係のみについて述べることにする。 





（18） 다행히 병이 쉽게 나아 주었다. 
（幸いにも病気が簡単に治ってくれた） 
（19） 무대에서 옷이 벗겨져 쩔쩔 매고 있는데 글쎄 전기가 나가 주더라니까. 
    （舞台で衣装がとれてしまって大変だったところ電気が消えてくれたのよ）  
（20） 아이들이 무럭무럭 자라 주니 고마울 뿐이야. 
    （子供達がすくすく育ってくれてありがたい限りだ） 
 
(18)は無情物30である｢病気｣を主語にして表現しており、日本語では｢～てくれる｣の意味を
持つ「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文である。(19)も同様に解釈でき、｢電気｣という無情物を主
語にし、まるで電気が意識をもって｢消えた｣かのように表現しており、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を用いることにより、話し手に｢電気（の行為）｣によって｢助かった｣という受益が生じたこ
とを表しているのである。(20)は、(18)、(19)とは違って有情物である｢子供達｣が主語であり、
子供達がすくすくと｢育つ｣ということによって｢ありがたい｣ということを「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」で表現しており、これらの用例は「施惠」の意味を持っている「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」文である。     
이익섭（2009）を参考に「施惠」の意味を持つ「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について述べた
が、それ以外では、최현배（1971）、서정수（1980）、허웅（1983）は、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」について「남을 섬기는 뜻을 나타내는（他の人を仕える）」 という意味を持っている
「奉仕補助動詞」であると述べている。また、구종남（1986）は「이로움（利益）」、김기혁
（1987）は、本動詞の場合はあるものを「넘기는 것（与えること）」という意味を持っているが、
授受補助動詞の場合は「선행행위를 함으로 도움을 주는 것（善行な行動をすることによ
り助けを与えること）」であるという意味を持っているとし、基本的に、「아/어 주다 （‐a/eo 







1) 나는 그에게 물을 주었다.(私は彼にお水をあげた) 
2) 나는 개에게 물을 주었다.(私は犬に水をあげた) 
3) 나는 꽃에 물을 주었다.(私はお花に水をやった) 









上記の研究をまとめると、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の基本的な意味的特徴は、「施惠」、
「利益」、「奉仕」であることがわかる。そして、これら「施惠」、「利益」、「奉仕」は、日本語の授
受表現の意味的特徴である「受益」と同じ範疇の概念であると解釈できる。つまり、行動をする
人によって行動を受ける人に受益が生じるという意味ではテモラウと「아/어 주다 （‐a/eo 






（21） 누가 나같은 여자를 데려가 준대야 말이죠. 
  誰が私のような女を連れて行ってくれるんですか。（直訳。以下同様） 
（22） 마늘,고구마,소값 등 모든 농산물 값을 올려 줘라. 
  ニンニク、サツマイモ、牛の値段など、すべての農産物の値段を上げてくれ。 
（23） 적십자에서 나온 중년부인들은 수통에 얼음물을 가득 채워 주며 울었다. 
  赤十字からの中年の婦人達は水筒に氷水をいっぱい入れてあげながら泣いた。 
（24） 물에 빠진 놈 건져 주면 보따리 어쨋느냐는 셈으로…  
      溺れている奴を引き上げてやったら（私の）荷物はどこにあるのかというわけで。 
 
（21）は、結婚をあきらめた女性の愚痴話であるが、その女性と結婚することは彼女に対す




仕であることから「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現したことである。 
27 
 
このように「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は受益の意味を持っているため、「–을 위하여（～
のために）」と置き換えても意味の違いはない。 
 
（21）´누가 나같은 여자를 위하여 데려가 준대야 말이죠 
      誰が私のような女のために連れて行ってくれるんですか。 
（22）´（농민을 위하여） 마늘、고구마、소값 등 모든 농산물 값을 올려라. 
    （農民のために）ニンニク、サツマイモ、牛の値段など、すべての農産物の値段を上げろ。 
（23）´적십자에서 나온 중년부인들은 （파월장병들을 위하여） 수통에 얼음물을 
가득 채워 주며 울었다. 
赤十字からの中年の婦人達は（将兵のために）水筒に氷水をいっぱい入れてあげ
ながら泣いた。 
（24）´물에 빠진 놈을 위하여 건지면  보따리 어쨋느냐는 셈으로…  
    溺れている（奴のために）引き上げたら（私の）荷物はどこにあるのかというわけで。 
 




（25） 한석봉의 어머니는 아들을 위해 떡을 썰었다. 
 （ハンソクボンの母は息子のためにお餅を切った） 



















つまり、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は受益性という意味的特徴を持っているというだけに留
まらず、さらに話し手と聞き手との関係性を表す表現としても用いられるということである。この
ような、 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」における関係性については次節で改めて述べることに
する。 
以上、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について、최현배（1971）、서정수（1980）、허웅
（1983）、이익섭（2009）、방운규（1994）、박승윤（2003）等を参考に概観したが、「아/어 
주다 （‐a/eo juda）」の基本的な意味としてテモラウと同様、「受益性」があることが分かった。 
 
2）期待充足 
김명희(1984）、방운규（1994）は、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」には受益性の意味以外
に「期待充足」という意味を有していると述べている。以下では、방운규（1994）を参考に
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の期待充足について確認する。 
まず、｢～てくれる｣の意味を持つ、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文の用例から見てみよ
う。 
 
（27） 애기를 쉽게 순산해 주었다. 
       （赤ちゃんを楽に産んでくれた） 
 
（27）は、子供の安産という話し手の期待を満足させてくれたことを「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」で表現したものと解釈できる。それでは、(27) の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を省略す
るとどうなるのか確認する。 
 
(27)´애기를 쉽게 순산했다. 






しかし、(27)のように「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現することによって、(27)の話し
手が｢赤ちゃんを楽に産んでもらいたい｣という期待をしたことや、さらに、それに応えてもらっ
たことを表すことができるのである。 
 次は、｢～てあげる｣の意味を持つ｢期待充足｣を表す「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文につ
いて確認する。 
 






とあげて火夫達を満足させなければならないという条件を「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用い
て表現している。つまり、お金を上乗せすることにより火夫達が骨をより砕いてくれるという期




(28)´홍제동 화장터에서는 웃돈을 얹어야 화부들이 화장한 뼈를 더 잘 빻지. 
（ホンジェドン火葬場では足し金を上乗せると火夫達が骨をよりよく砕くのよ） 
 
このような「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴である｢期待充足｣は基本的には話し
手に受益が生じる場合であると考えられる。以下の用例を見てみよう。  
 
(29) 기다리던 비가 와 주어서 정말 다행이다. (作例) 






受益が生じたということを表す。このように｢期待充足｣という「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意
味的特徴は結局話し手の受益性を表すということであると考えられる。しかし、ここで敢えて






(30) 마늘 쉽게 까는 방법（ニンニクを簡単にむく方法） 
먼저 통마늘을 쪼개서 겉껍질은 벗겨 주고 찬물에 10 분정도 담가 줍니다. 
그런 다음에 물기가 묻은 채로 비닐팩에 넣어서 냉장고에 하룻밤 넣어 




いてあげると/*むいてくれるとごしごし簡単にむけます。（筆者による直訳）   
    韓国のラジオ番組「後を追う女」      
 
上記の用例は韓国のラジオで放送されている 「뒤를 캐는 여자(後を追う女)」 という情報
番組で行われたアナウンサーの発話の一部である。リスナーから「ニンニクを間単にむく方
法」について質問され、それに答えるアナウンサーの説明場面である。「外殻はむく」、「浸す」














補助動詞として「아/어 받다(‐a/eo batda)」という表現はないため、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」で表現したものである。これを見れば分るように、韓国語においても、テモラウ文と同じく、
話し手に受益が生じない場合においても「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現している。
このようなことから、(30)は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を省略しても文法的には適格な文とな
る。 
 
(30)´마늘 쉽게 까는 방법（ニンニクを簡単にむく方法） 
먼저 통마늘을 쪼개서 겉껍질은 벗기고 찬물에 10 분정도 담그세요.그런 다  
음에 물기가 묻은 채로 비닐팩에 넣어서 냉장고에 하룻밤 넣어 두시고 





それではこのような場面において用いられる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」はどのような意味
的特徴があるのだろう。このような表現はラジオのアナウンサーだけではなく、韓国語の母語
話者である筆者自身も普通に使っている表現である。 





(32)a 먼저 통마늘을 쪼개서 겉껍질은 벗겨야 마늘을 쉽게 깔 수 있습니다. 
  (まずニンニクを割って外殻はむくと、ニンニクがむきやすくなります) 
b 찬물에 10 분정도 담가야 마늘을 쉽게 깔 수 있습니다. 

















以上のことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴としては、①受益性、②期待
充足という意味を有していること、また意味的な対応関係として、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」
は「～てやる」、「～てあげる」、「～てくれる」に訳すことができることを確認した。また以下のよ
うに、動作主が人の場合、主体と動作主の位置を代えることにより、「～てもらう」でも表現可能
となる。このことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は、「～てやる」、「～てあげる」、「～てくれ
る」に加えて、「～てもらう」にも訳すことが可能であると考えられる。 
 
（20）´ 아이들이 무럭무럭 자라 주니 고마울 뿐이야. 
  （私は） 子供達にすくすく育ってもらってありがたい限りだ。 
（27）´´애기를 쉽게 순산해 주었다. 
        （私は）赤ちゃんを楽に産んでもらった。 
 















図 2‐1「아/어 주다 （‐a/eo juda）」と日本語の授受表現 
 
ここで、図〈2‐1〉と第 1 章の〈表 1-2〉で述べた「日本語と韓国語の授受補助動詞の対応関
係」と比較してみる。〈表 1-2〉で述べたように、「～てやる」、「～てあげる」、「～てくれる」は
「아/어 주다 （a/eo juda）」が対応するものの、「～てもらう」は本動詞の対応関係の場合と異なり、
「아/어 받다（a/eo badda）」が対応できない。しかし、〈図 2‐1〉から、「아/어 주다 （a/eo juda）」
からの対応関係を確認すると、「아/어 주다 （a/eo juda）」は「～てやる」、「～てあげる」、「～て
くれる」、「～てもらう」全部に対応することが分かった。つまり、日本語の「～てもらう」に対しては
「아/어 받다（a/eo badda）」が対応できないが、「아/어 주다 （a/eo juda）」は「～てもらう」に対











図 2‐2 日韓両言語の授受表現の対応関係 
 
それでは、上記の(30)で用いられる「아/어 주다 （a/eo juda）」には｢期待充足｣という意味
的特徴を担っているということは分ったが、このような省略可能な「아/어 주다 （a/eo juda）」
を用いて表現する理由についての課題は残っている。そこで、以下からは、「아/어 주다 
（a/eo juda）」における｢関係性｣について確認し、(30)のような、「아/어 주다 （a/eo juda）」文
テヤル  
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」 テアゲル  
テクレル  















前節では 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は「-을 위하여（～のために）」に言い換えることは
できるが、「-을 위하여（～のために）」とは異なって話し手と聞き手との緊密な関係を表す機
能を持っていると述べた。つまり、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は受益性という意味的特徴を
持っているだけでなく、話し手と聞き手との関係性を表す機能をも担っていると考えられる。 
本節では노채환（2006）を参考に「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の「関係性」について述べる。
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」はほぼすべての動詞に接続が可能であるが、形容詞には接続
できない。形容詞に接続不可能な理由は、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が持つ方向性と伝
達性という機能に係る特徴によるものである。つまり、状態を表す形容詞は方向性を持たず、
伝達性の機能を表わすことができないからである。従って、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は以
下の例のように、先行に動詞をとり、動詞は自動詞、他動詞のいずれも可能である。 
 
（33） 그가 와 주었다. 
   彼が来てくれた。 
（34） 순호가 만든 음식을 맛있게 먹어 주세요. 
   スノが作った料理を美味しく食べてください。 
 
（33）は「오다（来る）」という自動詞と結合しており、（34）は「먹다（食べる）」という他動詞と
結合している。また、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は主語との結合に制約がある。つまり主語
が自然物や無情物である場合は共起できず、主語が有情物であり、行為者である必要がある。
たとえば、（33）、（34）の主語は人間という有情物であり、行為者であることから、「아/어 주다 








（35） *태풍이 한국을 강타해 주었다.  
    （直訳）台風が韓国を強打してくれた。 
 
（35）は、目的語をとる他動詞の主語は「태풍(台風)」であるが、自然現象は行為性をもつ
ことができないため、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現すると非文になる。ただし、以下の





（36） 꽃이 펴 주었다. 
   （直訳）花が咲いてくれた。 
 
また、노채환（2006）は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が持っている機能について、本動詞
「주다 juda」が持っている「건네다（渡す）」という意味から方向性と伝達性という機能が派生
的に生じ、このような機能が授受補助動詞である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」にも受け継が
れていると述べている。そして、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」がこのような方向性と伝達性とい
う機能を持っているということから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は話し手と聞き手との関係性
を表わす表現としての機能をも持っていると述べている。「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の関係
性について以下の用例を用いて述べることにする。 
 
（37） 영수가 대신 가 주었다. 
ヨンスが代わりに行ってくれた。 
（38） 새로 나는 가지는 버팀 기능을 만들어 묶어 주어야 한다. 
新しく出てくる枝は突っ張り機能を作って縛ってあげなければならない。 
（39） 사장님은 직원들을 칭찬해 주었어요. 
社長は職人達をほめてあげました。 
 





係性が生じると解釈できる。また、（39）は、社長の「ほめる」という行為を「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」で表現することにより、社員との関係性が把握できる表現になると述べている。 
つまり、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現することにより、話し手と聞き手（あるいは話し







（40） 선풍기  틀까? 
扇風機つけようか？ 













A :発話者     


















      : 対象との関係 
 
図 2‐3 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の話し手と聞き手の関係性 
 
上記の図式は、「선풍기 틀까?(扇風機つけようか？)」という表現は、扇風機をつけるという
行為者 A の行為が及ぶ対象が指定されていないということを表す。一方、「선풍기 틀어 
줄까?(扇風機つけてあげようか？)」の場合は、話し手である「A」の行為が及ぶ対象が「B」とし
て活性化され、両者が関係性を持つことを表している。 
 노채환（2006）を参考に、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の関係性について確認した。「아/어 





 このような「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は話し手と聞き手との関係性を表わすということから、
















（‐a/eo juda）」については、意味的特徴及び「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の機能である「関係
性」について確認した。「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴である、①受益性、②期
待充足を持つ用例を日本語の授受表現を用いて訳してみたところ、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」は日本語の「～てやる」、「～てくれる」、「～てもらう」といういずれの授受表現でも訳す











                                                   
32 박형익（1989）は以下の例を挙げ、授受表現と使役表現を比較分析しているが、主に本動詞
である「주다 juda」を中心に述べている。 
1）a. 철수가 영희를 감동 시켰다. 
（直訳）チョルスがヨンヒを感動させた。 
b.철수가 영희에게 감동을 주었다. 
（直訳）チョルスがヨンヒに感動をあげた。 
（意訳）チョルスがヨンヒに感動を与えた。 
   2) a.철수가 영희를 아프게 만들었다.  
（直訳）チョルスがヨンヒを痛くさせた。 












*아무 연락도 없이 멋대로 회사를 쉬어 주면 곤란해.  
（直訳）何の連絡もなく勝手に会社を休んでくれちゃ困るよ。 
（11）´ 宿題をやっていない人には、そうじをしてもらう。 




は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を使っての表現では文法的に不適格的な文となってしまい、
以下のように「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いない表現にすると適格になる。また、（11）´
で用いられるテモラウに関しても、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」では対応できず、以下のよう
に命令表現を使わなければならない。このようなことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」とヴォ
イスとモダリティとの比較分析を行った研究が見当たらないのではないかと考えられる。 
 
（8）´´아무 연락도 없이 멋대로 회사를 쉬면 곤란해. 
何の連絡もなく勝手に会社を休んじゃ困るよ。 












また、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文をテモラウ文と比較分析することにより、従来の研究が





















（1）a  내      방   자유롭게  써도    돼. 
       nae     bang  jayuropge  sseo-do  dwae. 
      私‐GEN  部屋  自由‐に    使って‐も いいよ。 
      （直訳）私の部屋自由に使ってもいいよ。 
   b  *내      방   자유롭게   써     줘도   돼. 
nae    bang  jayuropge  sseo    jueodo  dwae. 


















3.2 予備調査① テモラウ文に対応する韓国語 





（2） 太郎が    次郎に   本を    買って あげた。 
   타로가    지로에게  책을    사   주었다. 
     taro-ga   jiro-ege  chaek-eul sa   jueossda. 
     太郎-NOM 次郎-DAT 本-ACC  買って あげる-PST 
（直訳）太郎が次郎に本を買ってあげた。 
（3） 太郎が     次郎に   本を      買って くれた。 
타로가     지로에게  책을      사    주었다. 
     taro-ga   jiro-ege  chaek-eul  sa    jueossda. 
     太郎-NOM 次郎-DAT 本-ACC    買って  くれる-PST 
（直訳）太郎が次郎に本を買ってくれた。 
（4） 次郎が   太郎に    本を     買って もらった。 
*지로가  타로에게   책을     사    받았다. 
taro-ga  jiro-ege   chaek-eul  sa   badassda. 




日本語の「～てあげる」、「～てくれる」は「아/어 주다 （a/eo juda）」が対応するものの、「～て





「～てくれる」に相当する韓国語の授受表現である「아/어 주다 （a/eo juda）」が対応している
ものが 60 例（61.9％）現れた。次いで、本動詞の「받다 badda（もらう）」が 5 例（5.2％）、「아/어 




表 3-1 「～てもらう」の韓国語訳 
「～てもらう」に対応する韓国語 数 ％ 
① 아/어 주다 a/eo juda（～てくれる） 60 61.9 
② 받다 badda（もらう） 5 5.2 
③ 아/어 달다 a/eo dalda（～てくれる） 3 3.1 
④ 얻다 eodda（もらう） 2 2.1 
⑤ 授受表現に対応しない例(表 3-2) 25 25.8 
合計 95 100 
 
                                                   
33 高麗大学日語日文学科李漢燮教授の研究室の日本語コーパス を使用 し た
（http://www.transkj.com）。このコーパスには日本語の小説やエッセイの韓国語訳が掲載され
ている。最終アクセス日は 2009 年 7 月 14日である。 











주다 （a/eo juda）」であり、典型的なものは以下の（5）、（6）のような例文である。 
 
（5）a （私は）      （お父さんに） 携帯電話を        買って もらいました。 
b  아버지는     저에게     휴대전화를        사    주셨습니다. 
abeoji-neun      jeo-ege       hyudaejeonhwa-leul   sa      jusyeossseubnida. 
お父さん-NOM  私-DAT     携帯電話-ACC     買う   くださる-PST 
（直訳）お父さんは私に携帯電話を買ってくださいました。 
（6）a  座席を    替えて    もらえますか。 
b  자리를    바꿔    주시겠습니까? 
jali-leul     bakkwo   jusigessseubnikka? 







る」に替えてから、「～てくれる」に対応する「아/어 주다 （a/eo juda）」を対応させる必要がある。






（7） 早く    診察       してもらい  たいのですが。 
급히   진찰을     받고     싶은데요. 
geubhi  jinchal-eul   badgo    sip-eundeyo. 






（8） 川端は      このように   世界的に    彼の 文学性を        認めて   もらったが。 
가와바타는   이렇듯   세계적으로  그  문학성을    인정  받았지만. 
gawabata-nen  ireohdeus  segejeok-euro gu  munhakseong-eul  Injeong baｄ-assjiman. 




今回のコーパス分析の結果、<表 3-1>の通り、①「아/어 주다 （a/eo juda）」が対応している
ものが 60例（61.9％）で一番多く現れたが、⑤「授受表現に対応しない例」、つまり韓国語では授
























（9） とにかく    このステージには    合わないわ。      直ちに      降りてもらって。 
아무튼     이 무대에는        어울리지 않아.    당장       내려오라고 해.  
amuteun    i   mudae-enen      eoulliji anha       dangjang     naelyeoolago hae. 







（10） あしたの   大和の市で    ひともうけ    させてもらわにゃ。 
내일      대화장에서     한 몫     벌어야  겠네. 
naeil      daehwajang-eseo  han mogs   beoleoya gessne. 







（11） 部屋を     見せてもらえますか。 
방을     볼 수      있을까요? 
bang-eul   bol su      isseulkkayo? 








        그래    대체    기르긴      누가     기르구? 
geulae   daeche   gileugin      nuga     gileugu? 
















방을     보여   줄      수   있어요? 
bang-eul  boyeo  jul     su    isseoyo? 
部屋-ACC 見せて  くれる   こと-が できますか。 
（12）´でいったい誰に育ててもらったんだ。 
그래    대체    기르긴      누가      길러   줬지? 
geulae daeche gileugin    nu-ga    gilleo  juwossji? 






面においても話し手は「아/어 주다 （a/eo juda）」を用いて表現できるのではないかというこ
とが予測される。なお、「아/어 주다 （a/eo juda）」が使用可能である場合でも、一般的には
他の表現を用いて表現されているということから、韓国語では日本語より  「아/어 주다 
（a/eo juda）」を好んで用いられていないのでないかと考えられる。 














（13） Ａ：김치   어디서 샀어? 
  gimchi  eodiseo sasseo? 
  （直訳）キムチどこで買ったの? 
Ｂ：*한국에   있는   엄마한테서     부쳐    받았어. 
   hangug-e  issneun eomma-hanteseo buchyeo  badasseo  






（13）の「김치 어디서 샀어?（キムチどこで買ったの?）」に対する文法的正しい答えは、「한국에 























「ニュースウォッチ９」（NHKニュース番組 2009年 11月 17日放送）         
（15） [民宿を営んでいる人のコメント] 
食材も全部持ってきてもらっていいですよ。  




































































































・場面Ⅰ．선생님께      추천서를     （*써 받아서/*써 줘서）     오세요. 
      seonsaengnim‐kke  chucheonseol‐eul （* sseo bad-aseo /* sseo jwoseo） oseyo. 
    先生－に       推薦書－を    （*書いてもらって/*書いてくれて） きてください 
・場面Ⅱ．*마오짱에게는    열심히    해   받고   싶어요. 
maojjang-egeneun  yeolsimhi  hae   badgo  sip-eoyo 
*真央ちゃん－には 頑張って   して  もらい  たいです。 
・場面Ⅲ．먼저    （*가 받아도/*가 줘도）        돼요. 
meonjeo  （*ga bad-ado/*ga jwodo）        dwaeyo. 




 調査結果をまとめたものが、〈表 3-3〉である。 
 
表 3-3 日本語母語話者と韓国人日本語学習者のテモラウ文の使用頻度の比率 
（単位：％、名） 
 









らってきてください 74% （82） テモラウ文 12% （7） 
②推薦状をもらってきてくだ




ってもらいたいですね 88% （97） テモラウ文 1% （1） 
②真央ちゃん、是非頑張っ
てくださいね 12% （13） テモラウ文以外 99%（59） 
Ⅲ聞き手への
許可表現 
①先に帰ってもらっていいよ 37% （41） テモラウ文 0% （0） 




































・ 추천서 가지고 오세요.(推薦状を持ってきてください37) 
・ 추천서가 없네요.(推薦状がないんですけど) 
・ 교수님한테서 추천서를 받아서 제출해 주세요.(先生に推薦状をもらって提出し
てください) 
・ 지도교수님한테서  추천서를 받아 와서 제출해 주세요.(指導教授から推薦状を
もらってきて提出してください。) 






2) 第 3 者への願望表現 
Ⅱの場面は、世界フィギュア選手権大会に参加する予定の浅田真央（韓国人日本語学習




























・ 우승하기를 바랍니다.(優勝することを願っています) 
・ 우승할 것을 믿습니다. (優勝することを信じています) 
・ 응원할 테니까 열심히 하세요.(応援しますから頑張ってくださいね) 
・ 우승하기를 기원합니다.(優勝するよう祈願します) 
・ 좋은 결과를 내도록 열심히 하면 좋겠네요.(いい結果を出すように頑張ればいい
ですね) 
・ 응원하는 우리나라 국민을 위해서 열심히 해 주세요.(応援している我が国の
国民のために頑張ってくださいね) 
 

























よ」と言われたいと答えた被験者は 110 人中、78 人おり、最初の質問に対し「先に帰ってもら





















図 3-1 Ⅲ-1を選択した理由 
 
次に、Ⅲ‐2の「先に帰っていいよ」については、先の質問で 69 人が選択したが、上司から







































「先に帰って大丈夫だよ（먼저 가도 괜찮아）」、「帰らないんですか（안 가세요）」のような
表現が多く、やはり、母語である韓国語の影響が多く感じられる答えであった。 
 
・ 가도 돼요. （帰っていいですよ。） 
・ 가는 게 좋지 않아. （帰ったほうがいいのでは。） 
・ 이제 귀가해 주세요. （そろそろ帰宅してください。） 
・ 오늘은 늦었으니까 갑시다. （今日は遅いから帰りましょう。） 
・ 오늘은 이 정도로 하고 들어 가. （今日はこれくらいにして帰りな。） 







註 )( ) 内は人数を表す。 
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・ 빨리 가. （早く帰りなさい。） 
・ 이제 가지. 내일도 일찍이니까. （そろそろ帰ったら。明日も早いし） 
・ 먼저 가도 돼요.（先に帰っても大丈夫だよ。） 
・ 안 가요?（帰らないんですか。） 
 
場面Ⅰ、Ⅱと同様、韓国語の表現は話し手と聞き手との間に関係性が伝わらない。た
とえば、「가는 게 좋지 않아. （帰ったほうがいいのでは。）」という表現はまさに話し手で
ある上司と聞き手である部下との関係性が伝わっておらず、無関係に感じられる表現である。






























































































第 3章で紹介した予備調査では、テモラウは韓国語の授受表現である「아/어 주다 （a/eo 
juda）」に比べ、様々な場面において用いられていることを確認した。つまり、テモラウは、話し
手に受益が生じない場面である｢第 3 者への依頼表現｣、｢第 3 者への願望表現｣、｢聞き手への




については、韓国人日本語学習者は殆ど使っていないという結果も得られた。    
それでは、実際の場面においてはテモラウと「아/어 주다 （a/eo juda）」はどのように使われ
ているのだろうか。まず、第 4 章では我々が日常生活でよく接しているメディア(ラジオとテレビ)
での使用を確認することにする。その後、第 5 章では実際の日常場面で使われるテモラウ文と
























































表 4‐1 テモラウ文の動作主等の関係 
動作主 当該動作の内容 受益者 
①お年寄り 伝える 話し手？ 
②お年寄り おっしゃる 話し手？ 
③周りの人 気配りをする 話し手？ 
④周りの人 気配りをする 話し手？ 
⑤周りの人 消費者生活センターに相談に行く 話し手？ 
⑥リスナー 解体する 話し手？ 
⑦リスナー 切る 話し手？ 
⑧リスナー しゃぶしゃぶにする 話し手？ 




















             直接テモラウ文    ①話し手に直接的に受益が生じる 
 
テモラウ文 
                           ②話し手に受益が生じない 
             間接テモラウ文 
                           ③話し手に間接的に受益が生じる 







































直接テモラウ文                       間接テモラウ文 
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〈直接テモラウ文〉 
（3） （私は）  先生に 日本語を 教えテイタダイタ。 
                    
    
（3）´ 先生は  （私に） 日本語を 教えテクダサッタ。 
〈間接テモラウ文〉 
（4）  （私は） イチローに  頑張ッテモライタイ。 
 
 
（4）´ イチローが            頑張る         



















チ 9（以下、「ニュース」）」と NHK のラジオ番組である「ラジオビタミン39（以下、「ラジオビタミ
ン」）」で行われたインタビュー文を中心に調査を行った。ニュースでの約 20 時間（2009 年 11
月から 12 月まで）のインタビューで現れたテモラウ文は全部で 279 例であり、ラジオビタミンで
（2009年 12月から 2010年 2月まで）は約 20時間の放送で 101例ものテモラウ文が使われて
いた。 
 
表 4‐2 調査の概要 
番組名 調査時間数 テモラウ文の出現数 
ニュース 約 20時間 279例 
ラジオビタミン 約 20時間 101例 
計 約 40時間 380例 
 
インタビューで使われた上記の 380 例のテモラウ文を形態ことに整理をし、かつ、話し手は















                                                   




表 4‐3 直接テモラウ文と間接テモラウ文の形態別出現数 
テモラウ文の形態 直接ﾃﾓﾗｳ 間接ﾃﾓﾗｳ 合計 
テモライタイ 58 31 89 
テモラエレバ 25 20 45 
テモラッテ（継起/原因の形） 7 33 40 
テモラワナケレバ 17 10 27 
サセテモラエマセンカ 26 0 26 
テモラオウ 14 5 19 
テモラエマス（可能） 0 17 17 
テモラッテイイ（許可） 0 15 15 
サセテイタダキタイ 13 2 15 
テモラッテイル 12 1 13 
テモラッタ+名詞 9 4 13 
テモラワナイト困る 7 3 10 
サセテモライマシタ 10 0 10 
サセテモライマス 8 0 8 
テモライマスカ 6 0 6 
テモライマス 6 0 6 
テモライマシタ 6 0 6 
テモライマショウ 2 2 4 
テモラエルノデハナイカ 2 1 3 
テモライマショウカ 3 0 3 
テモラッテアリガトウ 2 0 2 
テモラッテモイイデスカ 1 1 2 
テモラエルノデ 1 0 1 
  235 145 380 
 
〈表 4‐3〉を分かりやすく表したものが〈図 4‐3〉である。 
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①  テモライタイ 
まず、380 例中、一番多く見られたのはテモライタイであり、89 例が現れ、うち、直接テモラウ





























































































思います。             
「ニュース」 
（12） リスナー：花梨をお茶にして飲むと喉にいいって聞いたことがあるので私もたまに  
飲んでいます。 
アナウンサー：私も喉にいいというものは女優さんに教えていただいて真似していま
す。                




































































































（11）´ *これだけ応援して、今日はファンの皆さんの力で勝ったと思います。             


































































































































































（23）a  *太郎が私に車を貸した。 
b  太郎が私に車を貸してくれた。 








（24）a これだけ応援していただきまして今日はファンの皆さんの力で勝ったと思います。    
（＝21a） 







































































                    ＞                   ＞ 
 
（31） 「～てもらう」構文の先行文脈で示される受益の階層：「もらう」が現れる節のところま   
     の記述が、主語指示物に対する受益を表すかどうかに関して次のような階層がある。  
明示(2)  ＞  含意(0)   ＞  なし(－2) 
（32） 「～てもらう」の後続文脈で示される受益の階層：「もらう」が現れる節に続く記述が、主
語指示物に対する受益を表すかどうかに関して、次のような階層がある。 







（33）a.  教科書を忘れたけれど、隣の人に見せてもらい、助かった。  
b.  バスに乗り遅れ、家内に駅まで車で送ってもらって、電車に間に合った。 
c.  先生に励ましの言葉をかけてもらい、元気が出てきた。 
（34）a.  *皿に割れてもらった。 
b.  *このあたりは、最近大きなビルに建ってもらった。 







                 





















得点      7点 [適格]  
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自らの内的な力により引き起こされた事象なので 2 点、そして、「～に V してもらう」が現れる節
のところまでで、話し手が受益を受けていることが容易に理解されるので 2 点、後続文脈にお
いても受益の意味が明示されているので 1 点を得て、合計 7 点となる。一方、（34a-c）では、4
つの語用論的要因の数値による分析を行うと－７点となり不適格であると述べている（高見・久













らの内的な力により引き起こされた「応援する」ということなので 2 点、そして、「～に V してもら
う」が現れる節のところまで、つまり、「これだけ応援する」ということにより話し手が受益を受けて
いることが理解されるので 2点、また、後続文脈においても「皆さんの力で勝った」という受益の















人間度：     2（人間） 
自力度：     2（自力） 
先行受益度：  2（明示） 
後続受益度：  1（明示） 
                                                 








人間度：      2（人間） 
自力度：      2（自力） 
先行受益度：  －2（なし） 
後続受益度：  －1（なし） 
                                                 























なった。これらを表にまとめると以下の<表 4-5>となる。  
        
 表 4-5「直接テモラッテ形」と「間接テモラッテ形」の相違点 
 直接テモラッテ形 間接テモラッテ形 
「テクレテ」への言い換え ○ × 
「テモラッテ」の省略 × ○ 
受益の有無 ○ × 














































E44（ｘ） 〉 E（ｙ） 話し手のｘに対する共感度がｙに対するよりも大きい 
  ｙはｘよりも遠い（遠くに置かれる） 










表 4‐6  調査の概要 
調査期間 調査時間 商品の種類 テモラウ文の出現数 
2011/6～7 20時間 鍋/化粧品/服/出汁/保存容器など 497例 
 

















































































































（45） もう一回 VTR ご覧にいただきますけど、届いたら、まずこれを開けていただいてこの
バッテリを出していただいて、ここだけ接続してください。 
















（47） 安心の 30日間の返金保証が付いてますので、30日以内にお掃除が楽になったと    
















（48） 私はね、私自身も玄米続けられなかったんですよ。なにで炊いても美味しく炊けなく   
て。美味しくなくて。でもね、この高圧力鍋で炊いた時の美味しさ。私は使いだしてか
ら 4 年ですけども、ずっと続けていますよ。これ 3 合炊いてるんですけど、3合炊いて







（49） これをぷっと上にあげていただいて、このアルミをですね、これをぐっと力を込め   
て軽くあのー抑えていただいて、これを横に回していただいてですね。今度はこちら
のノズルをかちっというまで付けていただくんです。キャップをとっていただきまして、















（50） お家で洗っていただけます。                       
（51） これだったらボディのラインも隠していただいて、勿論ベルトをすると腰の部分も綺麗  
に見せていただけます。                                      



























それでは、韓国語の授受表現である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」はどのような場面でどのよ







                                                   
45 「待遇表現」についての詳細は第 6章で述べることにする。 
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4.4 ラジオにおける「아/어 주다（‐a/eo juda）」文 
 
4．2 節と 4．3 節では日本語のラジオとテレビ及びショップチャンネルでの調査結果から、テ
モラウは話し手に直接的な受益が生じない場面においても使われるということが確認され、そ
のようなテモラウは授受表現としてではなく待遇表現として使われていると考えたものである。 
そこで、韓国語の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の使用場面、使用の仕方等を調査し、テモラ
ウと比較分析をすることにより、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の特徴がより明らかになるとともに、
テモラウについての理解も深まるものと考える。 
 
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」については第 1 章、第 2 章、第 3 章でも述べたが、授受表現
であることから、基本的には以下のような場面でよく用いられる。 
 
（53） 친구가 （나에게） 일본어를 가르쳐 주었다. 
     友達が（私に）日本語を 教えてくれた。 
  （54） 나는 친구에게 한국어를 가르쳐 주었다. 
     私は友達に韓国語を教えてあげた。             
 
（53）は「友達が私に日本語を教えてくれた」ことを「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現して
いる。（54）は「私は友達に韓国語を教えてあげた」ことを「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現し




（55） 글씨가 너무 작아 안 보이는구나. 네가 좀 읽어 주렴. 
  （字が小さすぎて見えないね。ちょっとあなたが読んでくれる） 






（57） 오는 봄에 나무끝을 쓰다듬어 주는 작은 바람으로 돌아온다면. 
（来る春に木の先端を撫でてあげる/くれる小さな風に戻ってきたら） 
（58） 내가 그의 이름을 불러 주었을 때 그는 나에게로 와서 꽃이 되었다.  
（私は彼の名前を呼んであげたとき、彼は私に来て、花になった） 
                             
（57）は「風」が「撫でる」という動作を「木の先端」に「してあげる/くれる」ことを「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」で表現しており、「風」を擬人化した表現である。（58）の用例は「花」の名前を






語では「아/어 주다 （‐a/eo juda）」があまり使われてはいないということが分かった。それでも
以下のような用例が 5 例ほど現れており、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」もテモラウと同じく、説
明をする場面においては用いられるのではないかと考えられた。 
 
（59） 여기 기름을 두루시고요, 김치전을 구워 주시고요, 그리고 마요네즈를 뿌려  




（60） 세안을 깨끗히 해 주시고요, 스킨으로 얼굴을 정리해 주신 다음, 이 크림 
을 얼굴에 듬뿍 발라 주세요. 











（59）、（60）で用いられた「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は省略可能である。しかし、「아/어 
주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現している。このように考えると日本語の「テレビ・ラジオ」や
「ショップ」を対象に行われた調査結果とも類似しているように思われる。 











表 4-8 調査の概要 
プログラム名 
그건 이렇습니다. 이재용입니다 
（それはこうです。イ・ゼヨンです） （MBC FM） 
プログラムの内容 
午前 11時10分から 11時50分まで毎日 40分間放送されている。 3つ
のコーナーを設けてリスナーの質問を受け、それに答えるという番組。リ
スナーの質問はニュースの解説を始め様々である。 




















 分析は、15 分間の説明全体を文字化して、その中から「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を抽出







 15分間の放送 10回分を調査分析したところ、以下の〈表 4‐9〉のような結果を得た。 
 
表 4‐9「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文 
区分 文中 文末 計 
出現回数 61例 38例 99例 
 







１ 방법은 발을 발가락 사이사이까지 닦아 주시고요 
（直訳（以下、同様））方法は足を足指の間まで拭いてあげてですね。 
2 대야에 따뜻한 물을 넣고 베이킹 소다를 한 두스푼 정도 넣고 잘 녹여 줍니다. 
洗面器にお湯を入れてベーキングパウダーを 1 スプーンぐらい入れて良く混ぜてあげます。 
3 이 베이킹 소다가 물에 녹으면 물을 좀 부드럽게 만들어 주는 작용을 하거든요. 
このベーキングパウダーがお湯で溶けたらお湯を少し柔らかくしてあげる/くれる作用をするんで
すよ。 
4 이 물에 발을 약 10 분에서 15 분 정도 담궈서 족욕을 해 줍니다. 
このお湯に足を約 10 分から 15 分ぐらい入れて足湯をしてあげます。 
5 시간이 지나서 이번에는 베이킹 소다를 작은 용기에 덜어서 뜨거운 물을 
조금만 부어 주시고 걸쭉하게 만들어요. 
時間が過ぎたら今度はベーキングパウダーを小さい容器に入れてお湯を少しだけ入れてあげて
とろみを付けます。 
6 이걸로 각질 부분에 문질러 주는데요 
これで角質部分をこすってあげるんですが 
7 손으로 동글동글 문질러 줘도 되고요 
手で丸くこすってあげてもいいですね 
8 각질제거 하는 버퍼있잖아요.이걸 이용해서 문질러 줘도 됩니다. 
角質を除去する buffer あるんじゃないですか。それを利用してこすってあげてもいいですよ。 
9 
 
베이킹소다의 뛰어난 연마작용이 있고요,그리고 안에 들어가 있는 나트륨 
성분이 보습해 주고 피지 제거해 주고 각질 제거까지 해 줍니다. 
ベーキングパウダーの優れた研磨作用があってですね、そして中に入っているナトリウム成分が
保湿してくれて皮脂除去してくれて角質除去までしてくれます。 
10 각질이 두꺼워 져 있는 상태라면 긁어내고 잘라 내는 것 보다 족욕을 자주 해 




11 계속해서 수분을 공급해 주는 게 더 중요하거든요.족욕을 따뜻한 물에서 10 




12 이걸 매일 매일 해 주셔야 합니다. 
これは毎日やってあげなければなりません。 
13 일주일 정도는 꾸준히 매일매일 족욕을 일단 해 주시고요, 
一週間程度は着実に毎日足湯をひとまずしてあげてですね、 
14 겨울에는 목욕하거나 샤워한 후 로션을 발바닥에도 듬뿍 발라 줘야 하구요, 
冬にはバス、またはシャワーした後、ローションを足の裏にもたっぷり塗ってあげなければならな
いですよ。 
15 그리고 볼이 좁고 굽 높은 구두는 피하는 게 좋고 발바닥이 받는 압력과 





16 뜨거운 물에 베이킹소다를 풀어 줍니다. 
お湯にベーキングパウダーを溶かしてあげます。 
17 여기에 보온병을 한 10 분간 담가 주고 젖병씻는 솔로 살살 씻어요. 
ここに魔法瓶を約 10 分間浸してあげて、哺乳瓶を洗うブラシで優しく洗います。 
18 긴 나무젓가락에 부드러운 수세미를 끼워서 사용해도 됩니다. 그리고 나서 
여러번 헹거 주면 됩니다. 
長い割り箸にやわらかいスポンジを挟んで使用してもいいですね。そして、何度も洗ってあげれ
ば良いです。 
19 세척한 달걀껍데기를 대충 부숴서 약간의 물과 함께 보온병에 넣고 손으로 




20 그럼 달걀껍데기는 잘 부서지면서 꼭 세제 넣은 것 처럼 하얀 거품이 
생기는데 물로 깨끗이 헹궈 주면 끝입니다 
その後、卵の殻はよく壊れてまるで洗剤を入れたもののように白い泡が立つので、水できれいに
洗ってあげれば終わりです 
21 달걀껍데기 대신에 쌀을 한줌 넣어서 흔들거나 굵은 소금을 한줌 넣어서 
흔들어 줘도 좋습니다. 
卵の殻の代わりに米を一握り入れて振ったり、粒の大きい塩を一握り入れて振ってあげてもいい
ですね。 
22 미지근한 물에 식초를 희석해서 넣고 30 분 정도 방치해 두고 솔로 한번 더 




23 최대한 고무패킹이나 스프링 등등 분리가 되는 부분은 다 분리를 시켜 주시고 
미지근한 물에 식초를 풀어서 10 에서 20 분 담가준 후 애들 빨대컵 닦는 아주 
작은 솔 있으면 그걸로, 없으면 부드러운 미세모 칫솔로 닦아 줍니다. 
最大限ゴムパッキンやスプリング等の分離ができる部分は、全部分割をしてあげて、ぬるま湯に
酢を溶かして 10 から 20 分浸してあげた後、子供たちのストローカップ洗う、非常に小さいブラシ
があればそれ、なければ柔らかい歯ブラシで磨いてあげます。 









「보습해 주고(保湿してくれて)」、「제거해 주고(除去してくれて」」、「담가 주고（浸し
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てあげて）」、「분리를 시켜 주시고（分解をしてあげて）」のような継起を表す「아/어 고
（-a/eo  go）」が多く現れていることが分かった。このような継起を表す「아/어 고（-a/eo go）」
についている「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は、日本語の継起に表す「テ形」についたテモラウ
と同様省略しても以下のように非文にはならない。 
  
（61）a 방법은 발을 발가락 사이사이까지 닦아 주시고요 
（直訳）方法は足を足指の間まで拭いてあげてですね。 
b 방법은 발을 발가락 사이사이까지 닦으시고요 
方法は足を足指の間までふいてですね。 
（62）a 일주일 정도는 꾸준히 매일매일 족욕을 일단 해 주시고요, 
一週間程度は着実に毎日足湯をひとまずしてあげてですね、 
b 일주일 정도는 꾸준히 매일매일 족욕을 일단 하시고요, 
一週間程度は着実に毎日足湯をひとまずしてですね、 
(63)a 겨울에는 목욕하거나 샤워한 후 로션을 발바닥에도 듬뿍 발라 줘야 하구요, 
冬にはバス、またはシャワーした後、ローションを足の裏にもたっぷり塗ってあげなけ
ればならないですよ。 




このような省略の可否は継起を表す「아/어 고（-a/eo go）」についている「아/어 주다 （‐
a/eo juda）」だけではなく、以下のような「아/어 주다 （‐a/eo juda）」においても省略可能であ
ることがわかる。 
 
（64）a 그럼 달걀껍데기는 잘 부서지면서 꼭 세제 넣은 것 처럼 하얀 거품이 
생기는데 물로 깨끗이 헹궈 주면 끝입니다 
その後、卵の殻はよく壊れてまるで洗剤を入れたもののように白い泡が立つので、
水できれいに洗ってあげれば終わりです。 
b 그럼 달걀껍데기는 잘 부서지면서 꼭 세제 넣은 것 처럼 하얀 거품이 생기 




（65）a 그리고 물에 여러 번 헹궈 주면 대부분 물때가 제거됩니다. 
そして水で何度も洗ってあげればほとんど水垢は削除されます。 
b 그리고 물에 여러 번 헹구면 대부분 물때가 제거됩니다. 
そして水で何度も洗えばほとんど水あかは削除されます。 
 
次は、文末に現れる、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について確認する。文末には、「해 
줍니다(してくれます)」、「녹여 줍니다(混ぜてあげます)」、「해 줍니다(してくれます)」、「해 
주셔야 합니다(やってあげなければなりません)」、「풀어 줍니다(溶かしてあげます)」、
「닦아 줍니다(磨いてあげます)」 のような表現が多く現れた。文末に現れた「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」も以下のように、省略しても非文にはならない。 
 
（66）a 세척한 달걀껍데기를 대충 부숴서 약간의 물과 함께 보온병에 넣고 
손으로 입구를 막고 막 흔들어 줍니다. 
洗浄した卵の殻を適当に割って少しの水と一緒に魔法瓶に入れて、手で口をふさ
いで振ってあげます。 
b 세척한 달걀껍데기를 대충 부숴서 약간의 물과 함께 보온병에 넣고 손으로 
입구를 막고 막 흔듭니다/흔드세요. 
洗浄された卵の殻を適当に割って少しの水と一緒に魔法瓶に入れて、手で口を 
ふさいで振ります/振ってください。 
（67）a 이걸로도 안 된다면 이쑤시개에 키친타올 작게 돌돌 말아서 구석구석 
꼼꼼히 닦아 줍니다. 
これでもだめならつまようじにキッチンタオルを小さくくるくる巻いて隅から隅まで細
かく磨いてあげます。 






さらに、文末に現れる「해 줍니다(してくれます)」、「녹여 줍니다(混ぜてあげます)」、「해 















（69）a 이 물에 발을 약 10 분에서 15 분 정도 담궈서 족욕을 해 줍니다. 
このお湯に足を約 10 分から 15 分ぐらい入れて足湯をしてあげます。 
b 이 물에 발을 약 10 분에서 15 분 정도 담궈서 족욕을 해 주세요. 
このお湯に足を約 10分から 15分ぐらい入れて足湯をしてください。 
 
 また、以下のように今回の調査から、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は主体が人に関する場合
はもちろんのこと、物が主体の場合においても使われることが分かった。 
  
（70）계속해서 수분을 공급해 주는 게 더 중요하거든요.족욕을 따뜻한 물에서 
10 분에서 15 분 정도 하고 이번에는 베이킹소다 대신에 소금을 이용해서 





(71) 베이킹소다의 뛰어난 연마작용이 있고요,그리고 안에 들어가 있는 나트륨 








の身体ではなく魔法瓶である場合でも、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表現している。 
 
（72） 달걀껍데기 대신에 쌀을 한줌 넣어서 흔들거나 굵은 소금을 한줌 넣어서 
흔들어 줘도 좋습니다. 
卵の殻の代わりに米を一握り入れて振ったり、粒の大きい塩を一握り入れて振ってあ
げてもいいですね。 
（73） 미지근한 물에 식초를 희석해서 넣고 30분 정도 방치해 두고 솔로 한번 더 






 （72）、(73)の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の表現を日本語に直訳すると「～てあげる」である
と考えられるが、ここで「～てあげる」を使用するとやや不自然ではあるが、使えないわけでは
ないようである（日本語母語話者 3 名46に確認済）。しかし、上記の韓国語は以下のように本研
究の対象であるテモラウに置き換えることができることから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」はテ
モラウのように待遇表現としての機能を持っているのではないかと考えられる。 





（72）´달걀껍데기 대신에 쌀을 한줌 넣어서 흔들거나 굵은 소금을 한줌 넣어서 
흔들어 줘도 좋습니다. 
卵の殻の代わりに米を一握り入れて振ったり、粒の大きい塩を一握り入れて振っても
らってもいいですね。 
（73）´미지근한 물에 식초를 희석해서 넣고 30 분 정도 방치해 두고 솔로 한번 더 






つまり、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は従来の研究で述べている授受表現の機能だけでは
なく、テモラウが持っている待遇表現としての機能をも持っているのではないかと考えられる。






 4.4 節で、韓国のラジオ番組を調査対象とした「아/어 주다 （‐a/eo juda）」についての分
析を行った結果、「ショップ」よりもラジオ番組の方が「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が多く使わ
れていることが分かった。また、文中と文末を詳細に分析した結果、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を省略しても文法的にも適格的な文となり、意味的にも「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を
用いなくても変わりのない文であるにもかかわらず使われているということが確認された。また、










て使われる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は「～てあげる」、「～てくれる」で表現すると不自然だ
が、本研究の対象であるテモラウで表現すると自然であることも確認された。このようなことから





















 また、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は、「ショップ」では殆ど使われていなかったのに対して、
「ラジオ番組」では多く使われていることが判明し、このことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」
は人間関係や場によって使い方に制限があるのではないかと考えられる。 
「ラジオ番組」で使われていた「아/어 주다 （‐a/eo juda）」をテモラウと比較分析した結果、
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テモラウと同様省略が可能であることが分かった。また、文末において使われる「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」は「아/어 주세요 ‐a/eo juseyo」のような命令表現で表現しても適格であるにも
かかわらずそのような表現は一つも現れなかったことから、韓国語においても命令形を用いて
表現することに抵抗感があるのではないかと考えられる。 




第 4章ではテレビにおけるテモラウと「아/어 주다 （‐a/eo juda）」についての調査分析をし
た。次の第 5 章ではテレビとラジオとは異なる実際の人間関係や場面において、テモラウや





























第 4 章では、メディアに現れたテモラウと「아/어 주다 （‐a/eo juda）」について分析を行っ
た。その結果、テモラウについては話し手に受益が生じない場面においても多く使われる
ことが判明した。「아/어 주다 （‐a/eo juda）」については「ショップ」では殆ど使われていなか
























表 5‐148 「ショップチャンネル」の場面状況 
話し手 聞き手 人間関係 親疎関係 表現の場 表現意図 
























































                                                   
49 蒲谷他（1998）、蒲谷（2013）に関しての詳細は第 6章で述べる。 

































































































I18 희망역까지 가는 방법 좀 가르쳐 주시겠어요? 
（希望駅までの行き方を教えて頂けますか57） 
Ｋ18 현위치에서요, 직진하시다가 오른쪽으로 보시면 하늘역 7 번출구를 지나자마자 
우회전을 하셔서요, 쭉 직진을 하시다가 보면 다음 사거리가 꿈은행사거리 
나와요. 거기 꿈은행 사거리에서 좌회전을 하셔서 쭉 가시다보면 왼편에 희망역이 
보입니다. 
（現位置からですね、直進されて右側をご覧になると空駅７番出口を過ぎてすぐ右折をなさ





I18 샤브샤브는 어떻게 먹는 거예요? 
（しゃぶしゃぶはどのように食べますか） 
Ｋ18 맛있는 육수를 열을 가해서 끓입니다.열이 가열이 돼서 충분히 100도씨가 되면은 
야채를 먼저 샤브샤브 육수에다가 넣어서 건져서 드시는데요.보통 채소는 
버섯하고 미나리 그리고 여러가지 배추라든가 여러가지 채소가 있구요. 
샤브샤브에서 제일 중요한 건 야채나 고기를 찍어 먹는 소스가 중요합니다. 
소스는 보통 간장에다가 겨자를 넣어서 기호에 맞게 알맞게 해서 드시면 되구요. 
다 드시고 난 후 해산물, 해산물은 기호에 따라  새우라든가 아니면 소라 라든가 
아니면 여러가지 해산물을 건져서 드시는 게 맛있구요, 그리고 소고기를 얇게 
썰어서 육수에 넣어서 건져서 드시면 됩니다. 샤브샤브의 마지막으로 드시는 









































「아/어 주다 （a/eo juda）」、「아/어 주시다（a/eo jusida）」が現れなかったため、日本語と異
なる分析方法を取った。つまり、「本動詞」、「尊敬語」、「本動詞＋요(-yo)」、「尊敬語＋
요(-yo)」という形態別に分析を行った。「本動詞」とは、「道案内」では、「가다（gada 行く）」58、
「돌다（dold 曲がる）」、「건너다（geonneoda 渡る）」、「하다（hada する）59」、「食べ方」では、














 上記の日韓両言語の分析方法を以下の〈表 5‐2〉に示す。 
 
表 5‐2 日韓両言語の分析方法 












































では、「가다（gada 行く）」、「돌다（dold 曲がる）」、「건너다（geonneoda 渡る）」、「하다（hada
する）」、「食べ方」では、「집다（jibda取る）」、「찍다（jjikｄaつける）」、「넣다（neota入れる）」、





 上記の 4 つの形態を動詞の「가다（gada 行く）」をテ形に対応する「고(-go)」を用いて解りや
すく表わしたものが以下の通りである。 












「가다（gada行く）」    
 a.本動詞         가고（ga-go行って） 
    b.尊敬語         가시고（ga-si-go行かれて） 
c.本動詞＋요-yo     가고요（ga-go-yo行ってですね） 


































区分 行く 曲がる 歩く 直進する 渡る 進む 計 
授受補助動詞 21 28 2 2 4 10 67 
本動詞 37 79 11 6 5 19 157 
丁寧語 1 0 0 0 0 0 1 
 
ト形 
区分 行く 曲がる 歩く 直進する 渡る 進む 計 
授受補助動詞 11 5 3 2 0 2 50 
本動詞 37 6 1 2 0 3 49 
丁寧語 2 1 1 0 0 1 5 
 
タラ形 
区分 行く 曲がる 歩く 直進する 渡る 進む 計 
授受補助動詞 1 0 0 0 0 0 0 
本動詞 2 1 0 0 0 0 3 



























今回の調査では、被験者 52 人の中、40 人が少なくとも 1 回はテモラウを用いて表現してい
た（テモラウを 1回も使わなかった人はわずか 12人のみであった）。 
 






タダクを合わせて、計 91回現れた。その内訳が〈表 5-4〉である。 
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表 5-4 「道案内」におけるテモラウ文の形態及び出現回数 
てもらって てもらうと てもらったら ていただいて ていただくと ていただいたら 計 




















表 5-6 「道案内」における「本動詞」の形態別出現数  
行く 歩く 渡る 直進する 進む 曲がる 計 
行って 36 歩いて 11 渡って 5 直進して 7 進んで 19 曲がって 79 157 
行くと 37 歩くと 1 渡ると 0 直進すると 2 進むと 3 曲がると 6 49 











表 5‐7 「授受補助動詞」」と「本動詞」の出現割合 
区分 
テ形 ト形 タラ形 
本 授 本 授 本 授 
行く 76.6 23.4 86.1 13.9 66.6 33.3 
歩く 84．6 15.4 25.0 75.0 0.0 0.0 
渡る 55.5 44.5 0.0 0.0 0.0 0.0 
直進する 70.0 30 100.0 0.0 0.0 100.0 
進む 65.5 34.48 50.0 50.0 0.0 0.0 
曲がる 75.2 24.76 66.7 33.3 100.0 0.0 














表 5‐8 丁寧語 
区分 テ形 ト形 タラ形 
行く 行きまして（1） 行きますと（2） 行きましたら（0） 
歩く 歩きまして（0） 歩きますと（1） 歩きましたら（0） 
渡る 渡りまして（0） 渡りますと（0） 渡りましたら（0） 
直進する 直進しまして（0） 直進しますと（0） 直進しましたら（0） 
進む 進みまして（0） 進みますと（1） 進みましたら（0） 
曲がる 曲がりまして（0） 曲がりますと（1） 曲がりましたら（0） 














（6） 空駅十字路というところがあるんですけど、そこを右に行ってもらって、で、ずっとしば  
らく歩いて行ってもらって、え～～～とゆめ銀行というところがあるんですけど、そこのと
ころの角で右に曲がってください。しばらく行ったら希望駅があります。 
























































(15) はい。今がここなので、ここまっすぐ行って、空駅十字路というところで右に曲がって、  
そのまままっすぐ行って、次はゆめ銀行が右手に見えたら左に、まっすぐ行けば、左手
に見えてきます。 
(16) まず、空駅十字路までまっすぐ行って、それから右に曲がってください。ゆめ銀行が    
右手に見えてきたら左に曲がってまっすぐ行ったら希望駅があります。 
(17) あの～～目の前の空駅十字路がありますね。その空駅十字路を右に曲がってくださ  
い。しばらく歩くと、ゆめ銀行十字路があります。ゆめ銀行十字路を今度は左に曲がって
ください。すると、左側に希望駅があります。 






















































『敬語と敬語意識』に関する報告は、国立国語研究所が、1952 年及び 1953 年の 2 年間に

















































02063  この駅の前を歩いて 3分ぐらい、だからまっすぐおいでになればわかります64。 





































































区分 取る つける する 食べる 入れる 計 
授受補助動詞 9 8 4 0 1 22 
本動詞 36 47 38 19 18 141 
丁寧語 0 0 0 0 0 0 
 
ト形 
区分 取る つける する 食べる 入れる 計 
授受補助動詞 0 2 0 0 0 2 
本動詞 0 0 3 19 0 21 
丁寧語 0 0 0 0 0 0 
 
タラ形 
区分 取る つける する 食べる 入れる 計 
授受補助動詞 0 0 0 0 0 0 
本動詞 0 0 1 0 0 1 

























今回の調査では、被験者 52 人の中、17 人が少なくてもテモラウやテイタダクを用いて表現
していた。 
 






ただいたら」の 6つ形態が現れ、計 24回現れた。その内訳が以下の〈表 5‐10〉である。 
  
 
                                                   
65 「くぐらせる」も「する」として数えた。 
135 
表 5-10 「食べ方」におけるテモラウ文の形態及び出現回数 
てもらって てもらうと てもらったら ていただいて ていただくと ていただいたら 計 
11 2 0 11 0 0 24 
 
テモラウで表現した6つの「授受補助動詞」の中では、「～てもらって」、「～ていただいて」が


















表 5‐12 「食べ方」における「本動詞」の形態別出現数 
取る つける する 食べる 入れる 計 
取って 36 つけて 47 して 38 食べて 19 入れて 18 158 
取ると 0 つけると 0 すると 3 食べると 19 入れると 0 22 






表 5‐13 「授受補助動詞」と「本動詞」の割合 
区分 
テ形 ト形 タラ形 
本 授 本 授 本 授 
取る 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
つける 85.5 14.5 0.0 100.0 0.0 0.0 
する 90.5 9.5 100.0 0.0 100.0 0.0 
食べる 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 
入れる 94.7 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 













表 5‐14 丁寧語 
区分 テ形 ト形 形 
取る 取りまして（0） 取りますと（0） 取りましたら（0） 
つける つけまして（0） つけますと（0） つけましたら（0） 
する しまして（0） しますと（0） しましたら（0） 
137 
食べる 食べまして（0） 食べますと（0） 食べましたら（0） 
入れる 入れまして（0） 入れますと（0） 入れましたら（0） 
























                                                   


































































































（40）´空駅十字路をえ～～右に曲がって、直進するとゆめ銀行十字路があるので、そこ   
141 































1） 「道案内｜では、被験者 52 人の中 40 人が少なくとも 1 回はテモラウやテイタダクを用
いていた。 





















区分 道案内 食べ方 
テモラウを使った被験者数 52人中 40人 52人中 17人 
テモラウの出現数 91 24 





場合でも異なる結果が出た。つまり、「道案内」では、被験者 52 人の中 40 人が少なくとも 1 回














































































































表 5‐17 韓国語の文末のバリエーション70 
形態 文末表現 
①ㄴ다 비가 온다 （雨が降っている） 
②아 비가 와 （雨が降っている） 
③아요 비가 와요 （雨が降っています） 




すという特徴を有している。以下の例を見てもらいたい。 (43)は｢우리 선생님 （ uri 
seonsaengnim/我々の先生）｣は「부르시는구나（buru-si-neunguna/歌われているね）｣のよう




に｢시（si）｣によって待遇されている。それに比べて、(42)の例文、｢네  동생（ne dongsaeng/君
の弟）｣には｢시（si）｣で表現していない。 
 
（42） 네  동생이     오늘도   가고파를   부르는구나. 
ｎe  dongsaeng-i  oneul-do  gagopa-reul  bureu-neunguna 
君の弟さんが今日もカゴパを歌っているね。 
（43） 우리 선생님이     오늘도   가고파를   부르시는구나. 






（44） 혜숙아,   이 편지    오빠한테     가져다   주어라. 
hyesug-a,   i pyeonji    oppahante    gajyeoda   jueola. 
   ヘスク、この手紙兄に持って行ってあげて。 
 
（45） 혜숙아,     이 편지    할머니께     가져다    드려라. 
hyesug-a,    i  pyeonji    halmeonikke   gajyeoda   deulyeola. 












（46） 나는요,    밥을요,    많이요,    먹어요. 
  naneun-yo,  bab-eul-yo,  manhi-yo,  meog-eoyo 
  私はですね、ご飯をですね、 たくさんですね、食べます。 
（47） 저는   아침에  일어나서요,  신문을    읽고요,    그리고나서  학교에  
  jeoneun  achim-e il-eonaseo-yo,  sinmun-eul  ilg-go-yo, geuligonaseo  haggyoe  
        가요. 
gayo. 




（48） 나는    밥을    많이  먹어요. 
naneun  bab-eul  manhi  meog-eoyo 
私はご飯をたくさん食べます。 
（49） 저는 아침에 일어나서  신문을 읽고      그리고 나서 학교에 가요. 






表 5‐18 日韓両言語の授受表現と敬語表現の対応関係 
授受表現 敬語表現 
日本語 韓国語 日本語 韓国語 





てくださる 아/어 주시다（a/eo jusida） 
てやる 
아/어 주다（a/eo juda） 
てあげる 
てさしあげる 아/어 드리다（a/eo deurida） 
てもらう 











（50） 읽다（読む）⇒ 읽으시다（お読みになる/読まれる） 












                                                   
71 第 1 章でも述べたが、日本語のテモラウに対応する韓国語は以下の（1）のように韓国語の授受
表現である「아/어 주다 （a/eo juda）」で表現する場合もあるが、授受表現に対応しない表現も
多く存在している。 
1）（私は）先生に日本語を教えていただきました。 
    선생님께서 （저에게） 일본어를 가르쳐 주셨습니다. 
    （先生が（私に）日本語を教えてくださいました） 
2）（先生が学生に）研究室、使ってもらっていいよ。 
     연구실、 사용해도 돼요. 
    （研究室、使っていいよ） 
3）（浅田真央のファン）真央ちゃんにはぜひ頑張ってもらいたいですね。 
     마오짱、 열심히 하세요.（열심히 하길 바래요） 
  （真央ちゃん、頑張ってください/頑張ることを願います） 
72 動詞だけではなく形容詞の敬語の作り方も同じであるが、動詞だけに焦点を当て分析を行う。 
150 
5.4.2 「길 안내(道案内)」の調査の結果及び考察 
韓国語母語話者の場合、被験者 50 人の中、50 人全員が文中ではテモラウに対応する「～
어 주다-eo-juda」を使わずに回答した。つまり、①「아/어 주고（a/eo -jugo/～てもらっ
て）」、②「아/어 주면（a/eo -jumyon/～てもらうと/～てもらったら）、③「아/어 주다가
（a/eo -judaga/～てもらって）」、④「아/어 주어서（a/eo -jueoseo/～てもらって）」、⑤
「아/어 주시고（a/eo -jusigo/～ていただいて）」、⑥「아/어 주시면（a/eo -jusimyon/～て
いただくと/～ていただいたら」、⑦「아/어 주시다가 （a/eo -jusidaga/～ていただいて）」、











表 5‐19  韓国語の「道案内」の結果 































































































































































































































（52） 지금 현재 위치에서 하늘역사거리를 가세요. 응.. 거기서 우회전 해서 꿈은 






（53） 오른쪽을 보시면、 하늘역 7 번 출구가 있어요. 거기서 오른쪽으로 돌아서 
약 5 분정도 가시면, 꿈은행이 보이거든요. 거기가 바로 꿈은행 사거리예요. 




（54） 하늘역 7 번 출구까지 간 다음에요, 우회전해서 꿈은행 사거리에서 직진하 
면 희망역이 보일거예요. 






（55） 현위치에서 하늘역사거리에서 우회전하시고 꿈은행사거리에서 좌회전해서 
조금만 걸으시면 희망역이 좌측에 보입니다. 
（現在位置から空駅十字路で右折されて、夢銀行十字路で左折してほんの少し歩か
れると/お歩きになると、希望駅が左側に見えます。） 
（56） 하늘역사거리까지 가서 우회전해서 조금만 가다 보면은 꿈은행사거리에서 
좌회전하시면 희망역이 나옵니다. 
     （空駅十字路まで行って 右折してほんの少し行ってみれば夢銀行十字路で、左折さ
れると希望駅が出てきます。） 
（57） 현위치에서 하늘역까지 직진으로가다가 하늘역사거리에서 우회전을 하세 
요. 우회전하셔서 직진으로 가다가 꿈은행 사거리가 나오면 좌회전하세 















（58） 하늘역 7 번 출구까지 간 다음에요, 우회전 해서 꿈은행 사거리에서 직진 
하면 희망역이 보일 거예요. 
（空駅 7番出口まで行った後にですね、右折して夢銀行十字路で直進すると希望駅
が見えると思います） 
（59） 지금 현재위치에서 보면 하늘역사거리가 보입니다.거기서 우회전해서 가다 
보면 바로 꿈은행 사거리가 보입니다. 그곳에서 좌회전해서 조금 걷다보면 












1）네. 제가 가르쳐 드리겠습니다. 여기서 직진 쭉 하셔가지고요, 한참을 우회전, 
우회전으로 쭉 가다보시면, 꿈은행 사거리라는 곳이 나오거든요.꿈은행 사거리에서 
다시 좌회전해서 쭉 조금만 가시면 거기 희망역이라는 곳이 나옵니다. 









（60） 아아.. 희망역을 가려면요. 여기서 쭉 직진하시고 하늘역 사거리에서 우회전     
하시면 돼요. 거기서 쭉 직진하시다가 꿈은행사거리가 나오면, 거기서 좌회 




（61） 네 일단 하늘역사거리까지 쭉 직진하시고 하늘역사거리에서 우측으로 쭉 




（62） 현재위치에서 하늘역사거리까지 쭉 직진하시고 하늘역 7 번 출구에서 우회전    















（63） 직진하다가 하늘역 7 번 출구를 끼고 우회전하고요, 가고자 하는 희망역은      
좌측에 100 미터 쯤에 있습니다. 
（直進して空駅 7番出口を右折してですね、行きたい希望駅が左側に 100メートルぐら
いにあります） 
（64） 지금 현재 위치에서 희망역 7 번출구로 나가갖고 우회전해서요,꿈은행사 
거리에서 직진으로 우회전 해서 직진으로 네 그렇게 가면 될 것 같아요. 
    （今の現在位置から希望駅 7番出口を出て右折してですね、夢銀行十字路で直進
で右折して直進で、はい、そのように行けばいいと思います） 
 








（65） 여기서 조금만 가시면 사거리가 있는데 거기서 우회전하셔서요, 더 가시면 
꿈은행사거리가 나와요.거기서 좌회전을 하셔야 하는데 거기서 조금만 




（66） 지금 현재 위치에서 하늘역사거리에 가시다가요, 우회전 한 다음 쭉 가세요. 






（67） 여기서 직진하시다가요, 하늘역 7 번출구에서 우회전해서 가시다 보면요, 
































表 5-20  韓国語の「食べ物」の結果 
























































    （으）면(-eu)myeon            어서-eoseo 
 
고-go                  다가-daga 







以下からは a.「本動詞」について用例を用いて考察していく。  
 
（68） 아아, 네. 샤브샤브 먹을 때는 물이 막 끓을 때 야채 먼저 넣고 고기 넣 
고  먹다가 다 먹은 다음 칼국수를 넣고 끓여서 먹고 국물을 마십니다. 
（ああ、はい、しゃぶしゃぶを食べる際にはお湯が沸いたら、野菜を先に入れて、肉を
入れて、食べて、食べた後、うどんを入れて、煮込んで、食べて、スープを飲みます） 
（69） 일단, 식당에서는 국물이 나오잖아요. 야채 고기가 있으면 그냥 자기가 
좋아하는 순서 대로 먹으면 될 거 같아요. 고기 먼저 넣어도 되고 야채를 
먼저 넣어도 될 거 같아요. 그거 다 먹은 다음, 국물도 우러나면 맛있을 







（70） 일단, 식당에서는  국물이 이렇게 나오잖아요.그러면 야채가 옆에 준비돼 
있거든요. 그러면 자기가 약간 좋아하는 순서대로 먹으면 될 거 같네요. 
고기 먼저 넣어도 되고 야채 먼저 넣어도 되고 해물 먼저 넣어도 되고 먹고 






（71） 샤브샤브는  물이 끓으면 좋아하는 야채를 가져다가 그다음에 육수에 넣 























（72） 샤브샤브요? 샤브샤브는 먼저 채소를 데쳐드셔야 돼요. 각종 좋아하는 채 
소를 가지고 오신 다음에, 알맞은 물을 끓이시고, 거기에 넣어서 어느정 
도 채소가 익으면 그걸 건져서 드시고 국물이 익을 때 이런 얇은 고기 







（73） 샤브샤브는 고기랑 야채랑 해산물이랑 갖고와서、 야채부터 먼저 넣으시고 
다음에 해산물은 국물을 우려내기 위해서 넣으시고 마지막에 고기 넣으시 
고 야채랑 고기랑 건져서 옆에 있는 소스들 있는 거, 자기가 기호에 따라 













て）」に  ｢요（ですね）｣を付けて「익혀서요（茹でてですね）」で表現している。 
 
（74） 우선 육수가 준비 되겠죠. 보글보글 끓을 때 야채를 넣습니다. 야채가 어 
느정도 익어가면 야채를 먹구요.얇은 소고기를 넣어서 건졌다 빼시면 되는 
데 여기서 중요한 게 너무오래 넣어 두시면 고기가 질길수 있으니 적당한 
시간만 건졌다 드시면 됩니다.그리고 칼국수 사리를 드신 후에 종업원을  






（75） 샤브샤브는 보통 육수에 소고기 야채 해산물 등을 넣어서 먹는 음식인데 
요, 일단 육수가 끓기 시작하면요. 고기나 야채 같은  것을 살짝 익혀서요   
조금만 익혀서 드시면 되는데 고기같은 건 핏기만 살짝 없어지면 되는 느 
낌으로 살짝 넣었다가 바로 꺼내서 앞접시가 세팅이 되는데 거기에 덜어 
서 식당마다 다르겠지만 소스에 찍어서 야채와 함께 드시면 되는데요.야채 
랑 고기를 다 드신 다음에 육수에 수제비나 칼국수 같은 면음식들을 넣어 

















（76） 샤브샤브는 소고기 양고기 야채 등의 재료를 넣어서 살짝 익혀서 먹는   
그런 음식입니다. 원하는 만큼 고기와 야채 등을 가져다가 냄비에 넣어서 
익혀 먹으면 되는데요, 국물이 끓으면 넣어서 살짝 익힌 후 소스에 찍어 
드시면 됩니다.소고기는 워낙 얇기 때문에 5 초 정도만 담그시고요 
건지셔서 드시면 되구요. 국물에 각종 해물 그리고 야채 고기가 익는 동안 
그 맛이 우러나게 되는데 샤브샤브를 다 먹고 난 후에 그 국물에다가 




































正しいと述べている。 以下の例文では、文中は   で示し、文末は   で示す。 
 
（77） 우리 아버지는 무척 자상하셔서 주말에는 우리와 함께 음식을 만드시거나    
외식을 하러 나가신다. 
uri abeojineun mucheok jasangha-si-eoseo jumal-eneun uriwa hamkke eumsigul 
mandeu-si-geona weisigul hareo naga-si-nda 
（私の父はとてもお優しくて週末には私たちと一緒に食事を作られたり/お作りにな
ったり外食に行かれたり/お行きになったりする。） 
（78） 우리 아버지는 무척 자상해서 주말에는 우리와 함께 음식을 만들거나 외식 
 을하러 나가신다. 
uri abeojineun mucheok jasangheoseo jumal-eneun uriwa hamkke eumsigul mandeul 










（79） 우리 아버지는 자상하신 반면, 어머니는 무뚝뚝한 편이시다. 
  uri abeoji-neun jasangha-si-n banmyeon eomeoni-neun muttukttukhan pyeni-si-da. 
  （私の父はお優しいが、母は不愛想の方でいらっしゃる）  
（80） 아버지는 운동을 좋아하시고, 어머니는 여행을 좋아하신다. 
  abeoji-neun undongueul choaha-si-go eomeoni-neun yeoheanheul choaha-si-nda. 







（81） 지금 현재위치에서 보면 하늘역사거리가 보입니다. 거기서 우회전해서 
가다보면 바로 꿈은행 사거리가 보입니다. 그곳에서 좌회전해서 조금 
걷다보면 바로 희망역이 보입니다. 
（今の現在位置から見ると空駅十字路が見えます。そこを右折して行くとすぐ夢銀行
十字路が見えます。そこを左折して少し歩いたらすぐ希望駅が見えます） 
（82） 하늘역사거리에서 우회전을 해서 직진하면 꿈은행사거리에서 다시 좌회 
전、 좌회전해서 조금만 가면 왼쪽편에 희망역이 있습니다. 



































후배:  언니, 여행 갔다가 언제 오셨어요? 
eonni yeoheang gattaga eonje o-si-eottseo-yo? 
      先輩、旅行行っていつ戻ってこられましたか 
선배:  어제 왔어. 
 eoje wattseo. 
昨日戻ってきたの 
후배:  여행 재미있으셨어요? 
       ｙeoheang jaemiiss-eusyeoss-eoyo? 
旅行、お楽しみになられましたか 
선배: 응, 아주 재미있었어. 
      eung aju jemiisseosseo. 
うん、とても楽しかったわ 
후배: 어디어디 갔었어요? 
      eodieodi gasseosseo-yo? 
どことどこに行きましたか 
선배: 이탈리아하고 스위스에 갔었어. 
      italria-hago seuwiseu-e gasseoss-eo 
イタリアとスイスに行ったわ 
후배: 베네치아에도 갔어요? 
      benechia-edo gas-seoyo? 
ベネチアにも行ったんですか 
선배: 물론 갔지. 곤돌라도 탔어. 
      mulron gas-jji. godolra-do tas-seo. 
もちろん行ったわ。ゴンドラも乗ったよ 
후배: 와, 좋으셨겠어요.  















（83） （평사원이 사장님에게 말하는 상황 平社員が社長に対して）   
a. 사장님、 김 과장님은 외출하셨습니다.（○） 
sajang-nim, kim gwajangnim-eun wechulha-si-eosseupnida. 
（社長様、金課長は外出中でいらっしゃいます） 
b. 사장님、 김 과장님은 외출하였습니다.（×） 
















（84） 여기서 직진을 하시다가 하늘역사거리에서 우회전을 하세요. 우회전하시고    
직진으로 가시다가 꿈은행사거리가 나오면 좌회전을 하세요. 좌회전을 
하셔서 직진하시다가 보면 희망역이 나옵니다. 
（ここを直進されて空駅十字路で右折してください。右折されて直進されて夢銀行十
字路が出てきたら左折してください。左折されて直進されると希望駅がでてきます） 
（85） 현재위치에서 하늘역사거리까지 직진을 합니다.직진을 한 뒤 우측에 보시면   
하늘역 7 번 출구가 보이시는데 하늘역 7 번 출구를 우측으로 두고 우회전을 
합니다. 우회전을 한 뒤 직진으로 계속 가시다보면 꿈은행이 보이시는데 





（86） 현위치에서 하늘역방면으로 쭉 가시다가 보면 하늘역 7 번 출구가 나오는데 
거기서 다시 오른쪽 그리고 꿈은행 사거리에서 다시 좌회전하셔서 조금만 
가시다가 보면 희망역이 보이실 겁니다. 





























表 5-21 日韓両言語における行為説明表現の調査結果 
場面 
































「道案内」では、テモラウやテイタダクを 1回でも使った被験者が全体の 52人中 40人もいたの
に対して、「食べ方」ではそれほど多くはなかった。一方、韓国の調査における「道案内」では、


























































































                                                   


















































あげる さしあげる くれる くださる もらう いただく 
614 257 942 471 4153 3999 
てあげる てさしあげる てくれる てくださる てもらう ていただく 







































（1） 赤ちゃんがいらっしゃったり、あるいは小さなお子様がいらっしゃったり、あの本当に  
お家で使っていただくときに便利ですし、しかも(後略)      
























































































































〔＋2〕、〔－1〕、〔－2〕 とする。また、「場」を「Ｂ」 と略号で示し、以下のように整理する。 
 

















































自己表出・・・・・特に「相手」を意識することなく、自己の感情・認識などを表出すること自      
体を意図するという「表現意図」 
例:風呂に入って「ああ、いい湯だなあ。」などというような独り言など。 
理解要請・・・・・自己の感情・認識、知識・情報などが「相手」に理解されることを意図する             
          とう「表現意図」 

























       
（10） リポーター：外国人参政権についてどう思われますか。 
市民：日本に帰化してもらって投票にいかしたら良いですね。 










































































































表 6-5 依頼表現・行為説明表現 
区分 行動 決定権 利益・恩恵 
依頼表現 Ａ Ａ Ｊ 













































表 6-6 行動展開表現の 9類型 
区分 パターン 意図名 
1 ＪＪＪ 宣言 
2 ＪＪＡ 宣言＊84 
3 ＪＡＪ 確認、許可求め 
4 ＪＡＡ 申し出 
5 ＡＡＡ 忠告・助言・勧め 
6 ＡＡＪ 依頼 
7 ＡＪＡ 許可与え 
                                                   
84 基本的には[Ｊ]、[Ｊ]、[Ａ]の構造を持つものとして考えられる意図は、申し出と近い「宣言」である。
ただし、典型的には[Ｊ]、[Ｊ] 、[Ｊ]の構造を持つと言える（蒲谷 2013：230） 
187 
8 ＡＪＪ 指示・命令 
















ＪＪＡ 宣言⋆ (ワタシガ) シテアゲマス 
ＪＡＪ 確認、許可求め (ワタシガ) シテモイイデスネ 



































































































































①  命令したくない 
②  初対面だから丁寧、敬語にしたい 
③  相手に配慮したい  







































































































































  テモラウ        敬語表現     省略 
・行ってもらうと     →   行かれると   →   行くと 
・曲がってもらって   →   曲がられて  →   曲がって 
・進んでいただいて  →   進まれて    →   進んで 
・直進していただいて →   直進されて  →   直進して 





































































事態の認識の段階    
    
 
 
意識の段階        
    
 
 



























































































 発話内容 行動 決定権 利益・恩恵 









A A J´ 
4 左側に進んでいただくと希望駅があります。 A A J´ 
                                                   
87 ここで述べる「行動」、「決定権」、「利益・恩恵」が「自分」なのか、「相手」なのかに関しては日本
人 3人に対する聞き取り調査を行った結果に基づいたものである。 
 発話内容 行動 決定権 利益・恩恵 








A A A 


















































































































































































6.6 「아/어 주다（a/eo juda）」の機能 
6.5 節では、「道案内」、「食べ方」でテモラウを用いて表現した被験者の答えから、テモラウ
を用いて表現した背景にある意識について考察を行った。 




第 2 章において、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴として、「受益性」、「期待充
足」があると述べた。また、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の主体は人や有情物である必要があ
るが、「꽃이 펴 주었다(花が咲いてくれた)」のような表現は、「花」を擬人化して話し手と




本節では、話し手に受益が生じない場面において用いられる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」
の新たな機能について述べる。話し手に受益が生じない場面において用いられる「아/어 
주다 （‐a/eo juda）」文についての使用の自然さや理由について考察する。また、「길 안내
（道案内）」、「먹는 방법（食べ方）」の場面では「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は現れなかっ
たことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が用いられた場面との比較分析を行う。 





6.6.1 受益性のない「아/어 주다（a/eo juda）」文 






（41） 현재위치에서 하늘역사거리까지 쭉 직진하시고 하늘역 7 번 출구에서 
우회전하시면 꿈은행을 보실 수 있으신데요、거기서 좌회전하시면 희 










（42） 설명을 할 때 어른이니까 높임말을 써야죠. 
    (説明をする際、大人だから敬語を使わなければならないでしょう) 
（43） 모르는 사람이니까 높임말을 써야 된다고 생각해요. 
   (知らない人だから敬語を使わなければならないと思いました) 
 （44） 뭔가 존칭을 써 줘야 할 거 같아서. 모르는 사람이잖아요.처음 보는 사람 
인데 반말 할 수 없잖아요. 
(何か敬語を使わなければならないと思って。知らない人でしょう。初めて会う人だから、ため口
ではいけないでしょう) 
  (45） 모르는 사람이니까 “내려가다가”라고 하면 저 보다 더 어린 사람한테 하는 
얘기 같아서 처음 보는 사람이라 경어를 넣게 됐어요. 
(知らない人ですから、「降りていって」って言うと私よりもっと年下に言うような気がして、初めて
会う人だから敬語を入れることにしました) 
（46） 나보다 어른이라고 생각됐고 남이니까 존경의 의미로 사용한 거 같은데. 
    (相手が私より年上だと思っていて、ナム(他人/外の人)だから尊敬の意味で使用したような気
がする) 
（47） 처음 보는 사람이니까 뭔가 예의를 갖추는 그런 의미?  
   (初めて会う人だから何か礼儀を持つというそのような意味) 
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(48)  뭔가 좀 친절해 보여서 그런 거 같은데요. 
     (何か少し親切に思える、そんな気がしますが) 
 
上記のような被験者からの回答から共通するキーワードを抽出し、整理したところ、「처음 













「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現している。 
 
（49） 동물성 기름때에는 소주를 이용해 주시는게 좋습니다. 마시고 남은 소주를 
분무기에 담아서 바닥에 기름끼 묻은 곳에 뿌려 주고요 마른 걸레로 
닦거나 신문지로 구겨서 닦아 주세요.소주에 들어있는 에틸 알콜이 고기 
의 기름끼 같은 유기물을 잘 녹여 주고요 뿐만 아니라, 살균소독 냄새 
제거하는 데도 효과적입니다. 주종이 소주가 아니라 맥주나 청주라도 이걸 
로 닦아 주시면 돼요. 바닥 기름 튄 곳에 밀가루를 골고루 뿌려 주고 밀가 
루가 기름을 흡수하면서 몽글몽글 뭉치면 그 다음에 빗자루로 쓸거나 젖은 
걸레로 닦아 줍니다. 기름병을 쏟았을 때도 밀가루를 뿌려서 주고 닦으면 











（「뒤를 캐는 여자」 2015 /1/9  삽겹살 구워 먹고 바닥이 미끌끌할 때） 
（｢後を追う女｣ 2015 /1/9 焼肉の後の床掃除をする方法） 
 （50） 꿀팩이 가장 좋았는데요, 꿀을 입술에 발라 주면 보습효과를 많이 가져옵 
니다. 꿀을 입술에 듬뿍 바르고요 랩을 입술을 거의 덮을 만한 크기로 잘  
라서 한 20 분 동안 씌워 두는 거예요. 마무리로 립밥으로 마무리 해 주시면 
좋습니다. 평소에 립밥이나 보습제를 발라 주고요. 보습제를 발라 줬는데 
도 거칠다면 각질 제거를 해 주는 것도 좋아요.일주일에 한번 정도 샤 
워나 목욕을 하고 난 후 면봉을 이용해서 입술의 주름에 따라 잘 문질러 주 
면 되구요 아니면 스팀타올로 팩을 하고 나서 각질을 불린 다음에 문질러 










  （「뒤를 캐는 여자」 2015 /1/7 겨울철 입술 촉촉하게 유지하는 방법） 
          （「後を追う女」 2015/1/7 冬の季節唇の潤いを維持する方法）  
 
上記の（49）、(50)は、第 4 章で述べたように「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は省略可能であり、
211 
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の代わりに、以下のように敬語表現を用いて表現しても適格な
文である。 
 
 （49）´동물성 기름때에는 소주를 이용하시는 게 좋습니다. 마시고 남은 소주를  
분무기에 담아서  바닥에 기름끼 묻은 곳에 뿌리고요, 마른 걸레로 닦거나 
신문지로 구겨서 닦으세요. 소주에 들어있는 에틸 알콜이 고기의 기름끼 
같은 유기물을 잘 녹이고요, 뿐만 아니라, 살균소독 냄새 제거하는 데도 효 
과적입니다. 주종이 소주가 아니라 맥주나 청주라도 이걸로 닦으시면 돼요. 
바닥 기름 튄 곳에 밀가루를 골고루 뿌리고 밀가루가 기름을 흡수하면서 
몽글몽글 뭉치면 그 다음에 빗자루로 쓸거나 젖은 걸레로 닦습니다. 기름병 









（50）´꿀팩이 가장 좋았는데요,꿀을 입술에 바르시고요. 보습효과를 많이 가져옵 
니다.꿀을 입술에 듬뿍 바르고요,랩을 입술을 거의 덮을 만한 크기로 잘라 
서 한 20 분 동안 씌워 두는 거예요. 마무리로 립밥으로 마무리 하시면 좋 
습니다.평소에 립밥이나 보습제를 바르세요.보습제를 바르셨는데도 거칠다 
면각질제거를 하시는 것도 좋아요.일주일에 한번정도 샤워나 목욕을 하고       
난 후 면봉을 이용해서 입술의 주름에 따라 잘 문지르시면 되구요,아니면 
스팀타올로 팩을 하고 나서 각질을 불린 다음에 문지르시면  좋습니다. 입술 
















「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて説明した被験者が一人もいなかったのに対して、「ラジ
オ」のアナウンサーは、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を多用して説明している。同じ行為説明
表現を用いる場面であるのに、このような異なる結果になったのはどのような理由に起因して
いるのであろうか。 
その理由を解明する前に上記のような「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いた表現はアナウ
ンサーだけではなく普通の一般人も使っているのかどうかについて調べる必要があるものと考
える。そこで、まず、上記の「ラジオ」のアナウンサーの「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いた表






















（「뒤를 캐는 여자」 2015 /1/7 변색된 변기를 세척방법） 
（「後を追う女」 2015/1/7 変色されたトイレの便器を綺麗にする方法） 
 
上記のアナウンサー(女性)の発話は変色されたトイレの便器を綺麗にする方法について説 
明する場面であるが、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現している。上記の「아/어 














                                                   
89 調査に関する詳細は「参考資料Ⅲ」を参照されたい。 
(중략) 저는 김빠진 콜라를 자주 이용합니다. 김빠진 콜라를 변기 안 쪽을 적셔 가며 
천천히 골고루 부으면 되고요 그대로 한 한 시간 정도 불려 줍니다. 그러면 콜라에 
남은 발포 성분인 산이나 탄산성분이 때를 불려 주고요 석회수 자국도 없애 주거든요. 
이대로 오래 두면 둘 수록 더 좋고요 시간이 지나서 중성 세제를 수세미에 살짝 










(중략) 저는 김빠진 콜라를 자주 이용합니다. 김빠진 콜라를 변기 안 쪽을 
적셔가며 천천히 골고루 부으면 되구요 그대로 한 한 시간 정도 불리십니다. 
그러면 콜라에 남은 발포 성분인 산이나 탄산성분이 때를 불리고요 석회수 
자국도 없애 거든요. 이대로 오래 두면 둘 수록 더 좋고요 시간이 지나서 중성 











以下のような結果を得た。｢아/어 주다 ‐a/eo juda 文｣を選択した被験者が一番多く
被験者 41名中 22名であった。次は、「-（으）시（eu）si文」を選択した被験者は 13名、｢どちら
も自然｣を選択した被験者も 6 名いた。このような結果から、「-（으）시（eu）si 文」より ｢아/어 
주다 ‐a/eo juda文｣の方が自然であることが分かった。 
 
表 6-9 ｢아/어 주다‐a/eo juda｣の自然さに関する調査 
表現 被験者 







1） ｢아/어 주다 ‐a/eo juda文｣を選択した被験者の回答 
・ 친근감이 느껴진다(親近感を感じた) 
・ 「（으）시（eu）si」는 뭔가 반말식으로 들리고「아/어 주다‐a/eo juda」는 설명서 
같이 친절하기 때문에(「（으）시（eu）si」は何かため口に聞こえて、「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」は説明書のように親切だから) 
・ 상대방을 존중하는 말투와 약간 경험을 토대로 하는 것 같음(相手を尊重す
る言い方であり経験を基に話しているようで) 
・ 친절한 느낌이 들고 단순히 「～한다」 라고 하기 보다는 「～해 준다」라는 
표현이 효과가 더 클 것 같은 믿음이 들 기때문에(親切な気がして、単純に
｢～する｣とするよりは｢～してくれる/～してあげる｣という表現が効果がもっと大きい
気がして信じられるから) 
・ 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」는 평소에 사용하는 말투이고 자세하게 설명하는 




・ 「（으）시（eu）si」는 직접적인 것 같음.「아/어 주다 （‐a/eo juda）」는 
간접적인 표현인 것 같다. 사람인 경우에는 「～을 해 주다」 라는 표현이 
쓰일 수 있으나 물건에는 좀 이상하다. 적절하게 섞어야 할 것 같은 





「아/어 주다 ‐a/eo juda 文」 を選択した理由は「아/어 주다 ‐a/eo juda文」は｢상대방존중 
(相手尊重)｣、｢설명하는데 적당한 표현(説明するのに適当表現 )｣、｢친근감 (親近  
感 )｣、｢친절한  느낌 (親切 )｣、｢간접적  표현 (間接的表現 )｣｢여성스러움 (女性ら
しい)｣、｢부드럽다 (柔らかい)｣という気がしたからというものであった。また「아/어 주 





2） 「-（으）시（eu）si文 」を選択した被験者の回答 
・ 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」는 물건에게 존칭을 쓰는 느낌이 들고 「（으）시 
（eu）si」는 사람에게 존칭을 쓰고 있는 느낌이 들었습니다(「아/어 주다‐a/ 
eo juda文」は物に敬語を使うような感じがし、「（으）시（eu）si文」は人に敬語を使っ
ている感じがしました) 
・ 「～주」가 붙으면 부탁하는 어투가 되는 듯 해서 안 붙여도 될 것 같다. 
(「～주（～ju）」がつくとお願いする口調になるような気がして、「～주（～ju）」を付
けなくてもいいような気がする) 
・ 아나운서는 남자가 될 수도 있고 여성이 될 수도 있는데「아/어 주다（‐a/eo 
juda）」는 여성스러움이 강조된 것 같구요, 「（으）시（eu）si」는 약간 딱딱함이 집중력을 
향상시키는 것 같아요. 그래서 내용의 이해도가 켜졌습니다. 





・ 「아/어 주다（‐a/eo juda）」문장은 김빠진 콜라의 역할을 높임말로 표현하고 
변기를 닦는 사람의 행동을 낮춤말로 표현한 거 같고 「（으）시（eu）si」 
문장은 김빠진 콜라의 역할을 낮춤말로 표현하고 변기를 닦는 사람의 





・ 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」문장은 물건에게 존칭을 쓰는 느낌이 들고 




「（으）시（eu）si文」を選択した理由は｢딱딱한 표현(硬い表現)｣、｢직접적 표현(直接的表現 
)｣、｢“주다”가 부탁하는 어투라서 (｢주다 juda｣が頼むという語気だから)、「「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」는 물건에 존칭을 부쳐서(「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文は物に対して敬語で表現
しているから)｣ というものであった。このような理由から、「（으）시（eu）si文」は「아/어 주다 ‐a/eo 




・ 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」문장은 잘 모르는 사람에게 설명해 주는 것 
같고, 「（으）시（eu）si」는 홈쇼핑에서 소개하는 거 같다.( 「아/어 주다 ‐a/eo juda
文」は知らない人に説明してあげる気がし、「（으）시（eu）si 文」はホームショッピングで
紹介している気がした) 
・ 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」「（으）시（eu）si」모두 비슷한 것 같습니다. 「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」문장은 부드러운 표현방식인 거 같다. 그래서 내 방식은 아니다. 
내 방식은 「（으）시（eu）si」. (「아/어 주다 ‐a/eo juda 文」「（으）시（eu）si 文」両方似てい
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るように感じます。「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は柔らかい表現のような気がする。それで
私のスタイルではない。私のスタイルは「（으）시（eu）si文」である) 
・ 둘 다 자연스럽긴 합니다. 하지만「아/어 주다 （‐a/eo juda）」문장이 좀 더 친근한 
설명이고 더 강한 느낌이 들어요. 「（으）시（eu）si」는 세련된 말투인 듯하나 





自然であるが、「아/어 주다 ‐a/eo juda文」は柔らかい表現だから「-（으）시（eu）si 文」の方を好
んで使っている（男性の被験者）というものであった。また、「아/어 주다 ‐a/eo juda文」の方が親
近感のある説明であり、「-（으）시（eu）si 文」は「명령으로 들린다(命令に聞こえる)」というもの
もあった。    
今回の調査においては、アナウンサーが女性か男性かは被験者に知らせていなかったが、
｢아/어 주다 ‐a/eo juda 文｣のアナウンサーは｢女性｣と思われるとの回答がみられ、｢아/어 
주다 ‐a/eo juda 文｣は、女性らしく、柔らかい表現であると感じられているように思われる。こ






表 6-10「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文と「-（으）시（eu）si」文の選択理由 
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文 「-（으）시（eu）si」文 
・상대방 존중(相手尊重) 
・설명하는데 적당한 표현(説明するのに適当 ) 
・친근감 (親近感 ) 
・친절한  느낌 (親切 ) 








また、従来の先行研究においては、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いることにより、花や
風のように自然物を擬人化し、比喩表現として用いられ、当該自然物に対する親近感を表すと
述べているが(방운규 1994、노채환 2006)、今回の調査から、主体が自然物ではない場面に
おいても「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が用いられることが確認された。そのような「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」文は親近感が感じられるという答えがあった。以下の用例を見てもらいたい。 
 
(51) (변기를) 그대로 한 한 시간 정도 불려 줍니다.  
(便器を) そのまま 一時間ほど置いてあげます。 
(52) (변기를) 중성 세제를 수세미에 살짝 묻혀서 닦아 주면 변기의 때가 쉽게 
제거가 될 거예요. 
（便器を）中性洗剤をスポンジに軽くつけて拭いてあげるとトイレの汚れが、簡単に取れ
ると思います。 
(53) 콜라에 남은 발포 성분인 산이나 탄산성분이 때를 불려 주고요, 
석회수자국도 없애 주거든요.  
コーラに残った発泡成分である酸や炭酸成分が汚れを浮きあがらせてくれて、石灰水
の跡もなくしてくれるんですね。  
 (下線の   は受け手と動作主の主体を表し、   は動作を表す) 
（51）、（52）は便器を受け手にして日本語の「～てあげる」に対応する「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を用いて表現しており、（53）は動作主をコーラにして「～てくれる」に対応する「아/어 
주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現している。（53）の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文は「～てく
れる」で表現すると非文にならないが、（51）、（52） の「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文は 「～
てくれる」で表現すると不自然になる90。しかし、上記（51）、（52）、（53）のような「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」の用い方は韓国語では自然な表現であることが今回の調査からも確認された。 
それでは、このような場面において用いられる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は被験者
からの答えの通り、親近感を表す意味的特徴を持っているのだろうか。結論から言うと、この
ような場面において用いられる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は親近感を表すものとしてでは







방운규（1994）は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴の一つとして「期待充足」を
挙げている。以下は第 2 章の先行研究で述べた｢～てあげる｣、「～てくれる」の意味を持つ
｢期待充足｣を表す「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文である。まず、｢～てあげる｣の意味を持つ
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文から見てみる。 
 






なければならないという条件を「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現しており、このような
場面で用いられた「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は「期待充足」の意味を表すと述べている。し
かし、（54）は話し手に受益が生じるとも解釈でき、「受益性」と「期待充足」両方の意味を持っ




(54)´홍제동 화장터에서는 웃돈을 얹어야 화부들이 화장한 뼈를 더 잘 빻지. 
（ホンジェドン火葬場では足し金を上乗せると火夫達が骨をよりよく砕くのよ） 
 
次は、｢～てくれる｣の意味を持つ「期待充足」を表す「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文であ
る。 
 
（55） 애기를 쉽게 순산해 주었다. 
       （赤ちゃんを楽に産んでくれた） 
 
（55）は、子供の安産という話し手の期待を満足させてくれたことを「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」で表現したものと解釈できる。（55）も（54）と同じく話し手に受益が生じ、また「아/어 
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주다 （‐a/eo juda）」は省略可能である。 
上記のような「아/어 주다 （‐a/eo juda）」における「期待充足」という意味的特徴という観点
から、今回の調査対象であるラジオのアナウンサーの行為説明表現を分析すると、そこで用い








 （56） 시간이 지나서 중성 세제를 수세미에 살짝 묻혀서 닦아야 변기의 때가 쉽게 












みる。「～てあげる」に対応する「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文と、「～てくれる」に対応する
「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文をテモラウに対応させてみると以下のようになる。  
 
 




(51)´(변기를) 그대로 한 한 시간 정도 불려 줍니다.  
(便器を) そのまま 一時間ほど置いてもらいます。 
(52)´(변기를) 중성 세제를 수세미에 살짝 묻혀서 닦아 주면 변기의 때가 쉽게 
제거가 될 거예요. 
（便器を）中性洗剤をスポンジに軽くつけて拭いてもらうとトイレの汚れが、簡単に取れ
ると思います。 
(53)´콜라에 남은 발포 성분인 산이나 탄산성분이 때를 불려 주고요, 







つまり、話し手に受益が生じない｢期待充足｣の意味を表す 「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文
は｢～てあげる｣の意味を持つもの、｢～てくれる｣の意味を持つものの 2 つ存在している。｢～て
あげる｣の意味を持つものは｢～てあげる｣に訳すと不自然な文になるが、待遇表現として用いら
れるテモラウにすると自然な文になる。一方、｢～てくれる｣の意味を持つ「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」文は｢～てくれる｣とは対応するが、テモラウとは対応できないことが分かる。 
以上「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の ｢期待充足｣の意味について、話し手に受益が生じるも




表 6-11 期待充足を表す「아/어 주다 （‐a/eo juda）」 
区分 対応関係 
受益性 受益性有 受益性無 
日本語の意味 ～てあげる ～てくれる ～てあげる ～てくれる 
省略の可否 ○ ○ ○ ○ 
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テモラウとの対応 × ○ ○ × 
 
<表 6-１１>は「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の ｢期待充足｣の意味について整理したものであ
る。その中、網掛けの部分は、話し手に直接的な受益が生じない、「아/어 주다 （‐a/eo 





「아/어 주다 （‐a/eo juda）」に関する調査によって、受益性のない、そのため省略が可能
である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文が存在することを確認した。アナウンサーがそのような




「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の特徴を利用し、アナウンサーはリスナー92によるそれぞれの動
作によってアナウンサーにも受益が生じるかのように「아/어 주다 （‐a/eo juda）」が持つ受益
性という意味的特徴を利用しつつ、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の親近感、親切、柔らかいと
いうイメージによるリスナーとの関係性を表現するために「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて
表現したものと考えられる。 
 
それでは、｢길 안내(道案内)｣や｢먹는 방법(食べ方)｣において、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を用いた表現が一つも現われなかった理由は何か。現段階においては以下のように考
えている（より詳細な調査、検討が必要であり、これについては今後の課題としたい）。 
先行研究によれば、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の基本的な性格として、関係性や行為の
方向性の限定を持っているとされている（노채환 2006）。 ｢길 안내(道案内)｣と｢먹는 
방법(食べ方)｣という場面においては、依頼者と被依頼者という関係性も既に構築されており、
また行為の方向性も限定されていることから、説明者、つまり被依頼者において、相手との関
                                                   
92 韓国ではリスナーのことを「애청자(愛聴者)」、「애청자 가족(愛聴者家族)」と呼んでいる。 
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係性を構築したり相手を限定する必要性が生じない。そのため、関係性や方向性の限定を意
味する「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を使う必要はなく、むしろ、使わない方が自然であるので
はないかという考えである。一方、｢ラジオ｣では、アナウンサーはそもそも不特定多数を相手に
発話するため、リスナーとの間に関係性を構築したり、方向性を限定したりすることにより、リス
ナーとの間に親近感を醸成する必要があることから、アナウンサーは「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を用いるのではないかと考えられる。 
以上のことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」も授受表現の機能だけではなく、 本研究の対
象であるテモラウと同じく、依頼されてきた聞き手を意識した待遇表現としての機能をも担って
いるのではないかと考えられる。それは、<表 6-11>からも分かるとおり、受益性のない、かつ省
略可能な「期待充足」の意味で用いられる、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」文の中、「～てあげ




























また、韓国語の授受表現である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」についても本研究の対象であ
るテモラウと同様な機能をも担っているのではないかと考えた。従来の研究は「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」について受益性を表す表現として用いられるという意味的特徴については言及
している。しかし、受益性のない場合においても「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いて表現し
ている現状が確認された。そのような場面で用いられる「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は受益を
表す表現として用いられるわけではなく、話し手と聞き手とのある種の関係性を表すためであり、




























































の授受表現である「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の意味的特徴は、①受益性、②期待充足であり、
これらを持つ用例を日本語の授受表現を用いて訳してみたところ、日本語の「～てあげる」、「～
てくれる」、「～てもらう」といういずれの授受表現でも対応可能であることが確認された。また、

















表現｣、｢第 3 者への願望表現｣ 、｢聞き手への許可表現｣のような表現には授受表現を用いての
表現ではなく、より直接的な依頼、願望、許可それぞれの表現を用いて表現するためであると考



































また、第4章では、韓国のラジオ番組を対象に調査を行い、テモラウ文と「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」文の比較分析を行った。番組はリスナーの質問を受けてアナウンサーがそれについて説
明するという内容のものである。調査の結果、当該番組においては、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」は、韓国の「ショップ」を対象に以前に行った調査に比べ、より多く出現していることが分か
った。また、文中と文末に焦点を当てて詳細に分析した結果、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は省
略しても文法的に適格的な文であり、意味的にも問題がない場合でも使われているということが
確認された。このようなことから、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」もテモラウと同様授受表現としての
機能だけではなく、他の機能をも担っているのではないかと考えられた。また、文末で使われて




場面においては話し手に受益が生じるわけではない。しかし、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」で表
現することにより、動作主の行為によって、まるで話し手に受益が生じたかのような表現になり、こ
れにより「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は聞き手に対する配慮をする気持ちを表現しているのでは
ないかと考えた。そのようなことから命令形でも表現しないのではないかと考えられた。なお、
































































3) 「道案内(길 안내)」では、b.「尊敬語」が一番多く現れ、次いで a.c.dの順に現れた。 



























































く行為説明表現を用いる場面、つまり話し手に受益が生じない場面でも、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」を用いた表現が多くみられたため、その理由を解明すべく調査を行った。調査は、「ラジ
オ」のアナウンサーの「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いた表現と、その表現から「아/어 주다 
（‐a/eo juda）」を省略した表現あるいは「아/어 주다 （‐a/eo juda）」の代わりに敬語表現「-
（으）시（eu）si 文」を用いた表現を用意し、この 2 つの表現を比べて、どちらがより自然な表現と
思われるか、またその理由は何かについて普通の一般人を対象に聞き取りをするという方法で
あった。 
その結果、 ｢아/어 주다 ‐a/eo juda 文｣を選択した被験者が一番多く、全体の被験者 41
名中 22名であった。次に、「-（으）시（eu）si文」を選択した被験者が 13名いた。なお、｢どちら
も自然｣とした被験者も 6 名いた。このような結果から、「-（으）시（eu）si 文」より ｢아/어 주다 
‐a/eo juda 文｣の方が自然であることが分かった。被験者から聞き取りをしたところ、「아/어 
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주다 （‐a/eo juda）」文は｢상대방 존중(相手尊重)｣、｢설명하는데 적당한 표현(説明するの
に適当な表現)｣、｢친근감(親近感)｣、｢친절한 느낌(親切)｣、｢간접적 표현(間接的表現)｣、
｢여성스러움(女性らしい)｣、｢부드럽다(柔らかい)｣という気がしたからというものであった。 
それでは、「길 안내(道案内)」や「먹는 방법(食べ方)」において、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」
を用いた表現が一つも現われなかった理由は何か。先行研究によれば、「아/어 주다 （‐a/eo 
juda）」の基本的な性格として、関係性や行為の方向性の限定を持っているとされている
（노채환 2006）。｢道案内(길 안내)｣と｢食べ方 (먹는 방법)｣という場面においては、依頼者と
被依頼者という関係性も既に構築されており、また行為の方向性も限定されている。そのような
ことから、説明者、つまり被依頼者において、相手との関係性を構築したり相手を限定する必要




ナウンサーは「아/어 주다 （‐a/eo juda）」を用いるのではないかと考えられる。 









表 7-1 「行為説明表現」における授受表現の日韓対照研究 
 










有  テモラウ 
×「아/어 주다‐a/eo juda」 
 
命令表現 




有  テモラウ 







有  テモラウ 






有  テモラウ 
○「아/어 주다 a/eo juda」 
 























×「아/어 주다 a/eo juda」 
 
命令表現 




















열심히 하길 바래요. 
（頑張ることを祈ります） 
⑦聞き手への許可表現 
(  （先に帰ってもらっていいよ) 
無  テモラウ 
×「아/어 주다 a/eo juda」 
許可表現 













○「아/어주다 a/eo juda」   
敬語表現  














無  テモラウ 
















無  テモラウ 












無  テモラウ 































주다 （‐a/eo juda）」の使用事例を個別に分析してみたところ、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」にお
いてもテモラウと同じく、話し手に受益が生じない場合にも用いられていることが確認された。 




大きな意義であったと考える。「아/어 주다 （‐a/eo juda）」に関する従来の研究は授受表現とし
ての機能についての研究が殆どであり、待遇表現としての機能について言及した研究はかんげ

























































次は、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」は、「ショップ」、「道案内」、「食べ方」においては殆ど用い
られていなかった。それに対して、ラジオ番組の調査では多く用いられていたという結果に対して、
これをさらに発展的に調査することにより、「아/어 주다 （‐a/eo juda）」がどのような場面で使わ
れるのか、また、どのような人間関係でより多く使われているのか分析することである。そして、こ














                                                   
94 「もらう」は韓国語の授受動詞の一つである「받다(‐batda)」が対応する。「받다(‐batda)」は授受 
補助動詞の形にすると「아/어 받다（‐a/eo batda）」となるが、実際には使われず、日本語の「～ 
てもらう」を「아/어 받다（‐a/e batda）」で表現すると非文になる。 
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１．先に帰ってもらっていいよ。 
２．先に帰っていいよ。 
















장면 1   
 
 유학생 센터에 있는 사무실을 배경으로 
한 장면입니다.  
귀하께서 사무실 직원이라고 가정하고 
대답해 주십시오. 
유학생이 장학금 신청 서류를 가지고 
왔습니다만, 신청에 필요한 
지도교수님의 추천서가 없었습니다. 
장학금 신청을 하기 위해서는 반드시 
지도교수님의 추천서가 필요합니다. 
자연스럽다고 생각하는 일본말로   
대답해 주십시오. 








   
그리고, 한국말로는 어떻게 표현하는지 써 주십시오. 단, 위의 일본말을 번역하는 식의 
한국말이 아니라, 자연스러운 한국말로 표현해 주십시오. 
 
유학생： 장학금서류 가지고 왔는데요. 









장면 2   
 
 방송국 기자가 귀하께 인터뷰를 
요구하는 장면입니다.  
김연아 선수는 요즘 잦은 부상으로 
컨디션이 별로 좋지 않습니다. 그런 
김연아 선수에게 응원의 말씀을 해 
주신다면 어떤식으로 표현하십니까? 
자연스럽다고 생각하는 일본 말로 
대답해 주십시오.  
 








   
그리고, 한국말로는 어떻게 표현하는지 써 주십시오. 
 
리포트： 김연아가 일주일 후에 세계피겨선수권 대회에 나간다고 하는데, 응원의 말씀 
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장면 3   
 
 귀하께서 회사원이라고 가정하시고 
대답해 주십시오. 
귀하께서는 부하직원인 신입사원과 
같은 프로젝트를 담당하고 있습니다. 
신입사원인 부하가 11 시가 넘었는데도 
불구하고 퇴근하지 않고 있습니다. 
귀하께서 부하에게 먼저 퇴근해도 
된다는 말을 해 주고 싶습니다. 
귀하께서는 어떻게 표현하십니까? 
자연스럽다고 생각하는 일본말로 대답해 
주십시오.  











   






































1．통행인이 당신에게 희망역까지 가는 방법에 대해서 물었습니다. 이하의 약도를 















2．식당에서 옆 테이블 사람이 샤브샤브를 먹는 방법에 대해서 물었습니다.「고기를  
젓가락으로 집는다/고기를 끓는 육수에 5 초 정도 담근다/고기가 익으면 소스에 













이하의 문장 중에서 보다 자연스러운 문장을 선택해 주십시오. (1)과 (2)모두 






(1) (중략) 저는 김빠진 콜라를 자주 이용합니다. 김빠진 콜라를 변기 안쪽을 적셔가며 
천천히 골고루 부으면 되고요, 그대로 한 한 시간 정도 불려 줍니다. 그러면 
콜라에 남은 발포성분 인산이나  탄산성분이 때를 불려 주고요, 석회수 자국도 
없애 주거든요. 이대로 오래 두면 둘수록 더  좋고요, 시간이 지나서 중성세제를 
수세미에 살짝 묻혀서 닦아 주면 변기의 때가 쉽게 제거가 될 거예요. 
 
(2) (중략) 저는 김빠진 콜라를 자주 이용합니다. 김빠진 콜라를 변기 안쪽을 적셔가며 
천천히 골고루 부으면 되구요, 그대로 한 한 시간 정도 불립니다. 그러면 콜라에 
남은 발포성분 인산이나  탄산성분이 때를 불리고요,석회수 자국도 없애거든요. 
이대로 오래 두면 둘수록 더  좋고요, 시간이 지나서 중성세제를 수세미에 살짝 
묻혀서 닦으시면 변기의 때가 쉽게 제거가 될 거예요. 
 
＜문제 2＞ 
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2 年間の休学を含めた 7 年間の博士後期課程の修了を目前にし、人生の一つの大きな区
切りを実感している。今、7年間のことが走馬灯のように蘇っている。研究に悩み、泣きはらした
日々、心身ともにくたくたになり、もうこれまでと諦めようと思った日々。そんな日々の連続であ
ったような気がしている。それにもかかわらず、本拙論を曲がりなりにも完成させることができた
のは、偏に指導教授である許明子先生を始めたくさんの方々のご指導や励ましがあったから
である。このことを肝に銘じるとともに、この場をお借りしてお礼を申し上げたい。 
 
まず、指導教授である許明子先生に心からお礼を申し上げたい。先生は何も知らない私に
論文の書き方のイロハから教えてくださった。論文中の文字には、一文字たりとも意味のないも
のはなく、その一文字を選択し記載した自分の考えについては説明責任があると常におっし
ゃっていた。また、先生には論文のご指導をいただいただけではなく、私は先生を通して研究
者としての姿勢も学ばさせていただいた。時には涙が出るほどの厳しいご指導、時には零れそ
うな笑顔での励まし。研究が思うように進められず、自分は研究には向いていないのではない
かという不安を申し上げたことがあった。その時、先生はご自身も未だにそのような不安を持っ
ているとおっしゃった。もちろんご謙遜や私に対する励ましも含めておっしゃったこととは思うが、
それを聞いて研究者としての厳しさをあらためて認識した次第であった。それに比べたら、先
生の足元にも及ばない私ごときの不安感など恥ずかしいほどのものであり、もっと頑張ろうとい
う気持ちになったことをはっきり覚えている。 
留学生として来日し、現在のような立場まで歩まれてきた先生の存在は、同じく留学生として
来日した私だけではなく、日本語を研究している日本語母語話者でない留学生皆の大きな力
であり目標である。 
先生にご指導をいただいたことを誇りに思い、これからも一人の人間として、また、一研究者
として先生の名を辱めないよう研究に邁進する所存である。 
 
沼田善子先生は、私の修士課程の指導教授であり、博士論文に関しての副指導教授でも
ある。先生がいらっしゃらなかったら私のような者が筑波大学大学院のような素晴らしい学術機
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関で勉学をする機会を得られることはなかった。修士課程を終え、自分の進路を決定するに際
し、先生のご専門の応用言語学の研究よりも日本語教育についての研究に興味が向いており、
最終的に許明子先生の下で研究したい旨申し上げたとき、先生は私の考えに賛成し励まして
くださった。あのとき、どれほど嬉しかったか未だに覚えている。 また、先生はいつ見ても颯爽
としており、その振舞いは憧れである。 
現在、母国の韓国にいる兄も日本語研究者であるが、先生のご主人であり言語学の第一人
者である奥津敬一郎先生の教え子である。そういうことから、先生ご夫妻には兄・妹ともにご指
導をいただいているところであり、恥ずかしくないよう、これからも頑張っていかなければいけな
いと気を引き締めている。 
 
加納千恵子先生には、修士課程からご指導をいただいている。初めて受けた先生の授業
は今でも鮮明に覚えている。日本語に関する知識がまだまだ不足していた当時の私にとって
授業の内容は難しかったが、先生の明瞭な日本語と透明で綺麗なお声がとても素敵だった。 
博士課程に入り 2 年間の休学を経て、複雑な気持ちのまま復学をした際に、先生とお会い
した。そのとき、先生の慈母のような優しい笑顔に接し、また、励ましのお言葉をいただいて、
先生を前にして涙が止まらなくなってしまった。 
博士論文の副指導教授として審査に際しては、日本語教育の観点からのご指導をいただ
いた。先生のご指導により、将来、日本語教育の研究を通じて、日本語母語話者でない留学
生に対し何らかの役に立ちたいという自分の目標が視界に入ったように思っている。 
非常に残念なことに、先生のご退官が近い。残り少なくなったお時間、先生が大学にいらっ
しゃるこの間に、もっともっと沢山お教しを乞わなければいけないと考えている。 
 
関崎博紀先生には、博士論文の副指導教授として、内容はもちろんのこと論文の書き方、
記述の仕方についてまで、本当に詳細かつ丁寧にご指導をいただいた。残念ながら先生の授
業を受ける機会はなかったものの、先生の論文を拝読し、是非にも先生にご指導いただきた
いと願った。そうしたところ、幸いにも、お引き受けくださることになり、とても嬉しかった。公開ヒ
アリング用のまだまだ途中段階のものを本当に詳細に添削していただいた。授業や研究など
でご多忙なはずなのに、どうしてこのような時間を工面されているのか不思議な気持ちと同時
に研究者というものの恐ろしさを感じた。公開審査では、先生にお褒めの言葉をいただいたの
で、ご指導に少しは応えることができたかと思いほっとした。 
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井出理沙子先生には、博士論文の副指導教授として、語用論、社会言語学についてご指導
をいただいた。全般的に勉強不足の私にとって、語用論、社会言語学の分野は特に知識が不
足している分野であり、先生の「言葉」に対する考え方はとても新鮮で面白く感じた。もう少し早
い時期に先生と出会えていたら、また異なった観点を本拙論に取り入れることも出来たかもし
れないと、自分の能力の無さを出会いの時期のせいにしているが、今後はそういう言い訳がで
きないと自覚している。 
いつも笑顔で友達のように接してくださった。これからも研究のことだけではなく色々とお話
しさせていただきたい。 
 
崔宰栄先生には RA をさせていただきながら、私には未知の世界である統計について教え
ていただいた。また、統計学がご専門の先生のお考えは、私のような「言葉」を研究している人
とは視点が異なっている。先生の視点から調査結果の分析を通して「言葉」を見ると、また新し
い新鮮な世界が見えてきた。有り難い経験であった。 
 
また、本拙論が完成するまでには、当然のことであるが、上記で述べた方々以外にも筑波
大学大学院人文社会科学研究科国際日本研究の先生方、事務室の方々にご指導と励ましを
いただいた。お一人お一人のお名前を挙げることはできないが、ここにあらためて感謝申し上
げたい。 
 
許明子ゼミのゼミ生にお礼を申し上げたい。ゼミでは拙論に沢山の質問やコメントをいただ
いた。議論を通じて考え方の整理ができた。先輩として何もしてあげられなかった私に、それ
でも彼らは私を先輩として待遇してくれた。今はタイで活躍されているタナパットさんを始め、許
ゼミの人たちと出会えたことに感謝している。彼らの今後の活躍を祈念するとともに応援してい
きたい。 
 
麗澤大学の堤和彦先生を始め同大学別科の先生方にお礼を申し上げたい。来日した際に
初めて日本語を教えていただいた。特に、堤先生は日本語の知識が全くない私に、あいうえ
おから丁寧に教えてくださった。堤先生には人生相談までさせていただいた。ご心配をお掛け
することが多かったにもかかわらず、その度に優しくお言葉をかけて下さった。私の博士論文
の審査の時には、まるでご自身のことのように心配してくださった。心から感謝申し上げたい。 
258 
星野和子先生には、日本語学の楽しさを教えていただいた。日本語について何も分ってい
ない私は、いつもとんでもない質問をしていた。しかし、それに対し先生はいつも面白いとおっ
しゃってくださった。日本語を母語としていないからこそ日本語の特徴が見えてくるということを
おっしゃってくださった。研究はこつこつ休まずやっていかなければならないものであるという
ことも先生から教えていただいた。ご定年を迎え、今なお研究を続けていらっしゃる先生のお
姿を拝見するにつき、尊敬の念を禁じ得ない。また先生と日本語学についていろいろとお話を
したい。 
 
本拙論は調査にご協力していただいた方々がいらっしゃらなかったら、完成させることはで
きなかった。調査に当たっては、ＮＥＣ株式会社、神田外語学院、神田外語大学、東京医科大
学の方々にご協力いただき感謝している。また筑波大学に留学中の韓国人日本語学習者、
羽田空港と金浦空港でいきなりマイクを近づけた私に真摯に対応してくださった日本人、韓国
人の方々、私のヘルニア手術での約一ヶ月間の入院期間中に調査に協力していただいたお
医者さん、看護師さん、リハビリの先生、同室の患者さんにはこの場をお借りして感謝申し上げ
たい。 
 
最後に、家族に感謝したい。 
韓国には母と兄弟姉妹がいる。本拙論執筆中、私の気持ちと同調し、皆が共に泣き、共に
喜び、共に頑張ってくれた。また、この間母は 2 回も入院をしていたのに見舞うことができなか
った。この 7 年間、母の老いは進んだ。自分のことで精一杯だった私、本当に申し訳なく思っ
ている。これからは少しでも母の傍で同じ時を歩んでいきたい。 
天国には父がいる。いつも見守ってもらっている。これ以上は無理だと思った時、何度父の
懐かしい笑顔で、また進むことができたことか。父とはいつも語り合っているけれど、正式に報
告し本拙論を墓前に捧げたい。 
日本には夫がいる。彼の理解と協力がなければ、本拙論の執筆は不可能であった。執筆を
終えた今は、ただただ申し訳なさと感謝の気持ちで一杯である。彼は、私が本拙論の執筆に
集中できることを何よりも優先してくれた。義母の入院に私が駆けつけることさえも拒んだ。い
つも優しく静かな笑顔で励ましてくれた。また、日本語母語話者である彼との日本語について
の議論はとてもエキサイティングで、本拙論を執筆する上でも貴重なアイデアを得た。これから
も楽しく議論をしていきたい。 
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本拙論の完成間近のある日、普段無口な夫が、「「なる」目標があって、「必ずなる」又は「必
ずなれる」という信念を持って、それに向けてたゆまず努力していると、人間って、それがどん
なものであっても、それに「なる」んだんぁ」というようなことをつぶやいた。ただ、博士論文の執
筆ということを終えた今は、物事の成就の成否には、自分の努力のかかわりなどたかが知れて
いるのではないかと感じている。それよりも、たくさんの方々からのご指導や励ましなどの方が
よほど大きくかかわっているということが本当に身に沁みて分った。これからも、この気持ちを忘
れず、この時点を出発点として研究に邁進していきたい。いつか日本語教育分野での研究に
僅かでも貢献できるようなことになれれば望外の幸せであると思っている。 
 
 
